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昨
年
の
総
会

で
会
長
に
就
任

し
ま
し
た
芦
辺

町
芦
辺
浦
出
身

の
川
﨑
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
表
紙
の
写
真
は
、
昔
の
田
河

中
学
校
（
現
在
は
芦
辺
中
学
校
）
か

ら
見
え
る
小
島
神
社
で
す
。
こ
の
神

社
は
小
枝
す
ら
持
ち
帰
る
こ
と
が
許

さ
れ
な
い
島
全
体
が
神
域
と
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
、
太
陽
と
月
の
引
力
に

よ
っ
て
生
じ
る
干
満
に
よ
っ
て
、
干

潮
時
は
海
が
割
れ
て
参
道
が
現
れ
、

満
潮
時
は
島
に
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
小
島
神
社
を
中
学
生
の
時
は

毎
日
校
舎
の
窓
か
ら
眺
め
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。
私
が
３
年
間
過
ご
し
た

中
学
校
は
無
く
な
る
そ
う
で
す
が
、

こ
の
小
島
神
社
は
当
時
と
全
然
変
わ

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
小
島
神
社
の
よ
う
に
全
国

に
は
同
様
の
島
が
存
在
し
ま
す

が
、
３
年
前
に
息
子
の
結
婚
式
で

四
国
の
香
川
県
に
行
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
帰
り
に
あ
の
二
十
四
の

瞳
で
有
名
な
小
豆
島
に
行
き
ま
し

た
。
ホ
テ
ル
の
近
く
に
中
余
島
と

い
う
小
さ
な
島
が
あ
り
、
そ
の
島

に
は
、
小
島
神
社
と
同
じ
よ
う
に
、

福
岡
壱
岐
の
会
会
長

川
﨑 

日
出
雄

神
秘
の
参
道  

小
島
神
社

引
き
潮
の
時
だ
け
に
砂
浜
の
道
が

で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

姿
を
見
せ
て
は
消
え
る
不
思
議
な

場
所
と
し
て
、
い
つ
し
か
「
エ
ン

ジ
ェ
ル
ロ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ
る
と

よ
う
に
な
り
、
こ
の
砂
浜
の
道
で

手
を
つ
な
い
だ
カ
ッ
プ
ル
は
幸
せ

に
な
れ
る
と
い
う
噂
が
ク
チ
コ
ミ

で
広
が
り
、
今
で
は
願
い
を
書
い

た
絵
馬
や
貝
殻
を
中
余
島
の
木
々

に
残
し
て
い
く
人
が
増
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上

げ
ら
れ
る
機
会
も
多
く
な
り
ロ
ケ

地
を
一
目
見
よ
う
と
訪
れ
る
観
光

客
も
沢
山
い
る
そ
う
で
す
。
さ
ら

に
は
、
恋
人
の
聖
地
と
し
て
認
定

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
地
域
活
性

化
支
援
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
「
恋

人
の
聖
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ

り
選
定
さ
れ
た
デ
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
）

を
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
れ

も
小
豆
島
の
み
な
さ
ん
の
素
晴
ら

し
い
観
光
戦
略
の
一
つ
だ
と
思
い

ま
す
。

　

壱
岐
市
に
は
素
晴
ら
し
い
観
光
資

源
が
沢
山
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
、

こ
の
よ
う
な
事
例
も
参
考
に
し
て
観

光
客
の
誘
致
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
福
岡
壱
岐
の
会

も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
一
新
し
て
壱
岐

市
の
情
報
等
に
つ
い
て
発
信
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
是
非
活
用
し
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
壱
岐
市
に
は
国
境
離
島

新
法
と
い
う
追
い
風
が
吹
い
て
お

り
ま
す
の
で
、
こ
の
追
い
風
を
逃

が
さ
な
い
よ
う
し
っ
か
り
活
用
し

て
壱
岐
市
の
発
展
に
繋
げ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

福
岡
壱
岐
の
会
も
会
員
相
互
の

親
睦
・
交
流
と
壱
岐
市
の
発
展
の

た
め
に
微
力
で
す
が
お
手
伝
い
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

写真・小島神社（芦辺町）
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国境離島法施行セレモニー

・『
有
人
国
境
離
島
法
』
施
行

航
路
航
空
路
の
Ｊ
Ｒ
並
運
賃
及
び
輸
送
コ

ス
ト
の
低
廉
化
が
実
現
し
、
雇
用
機
会
の

拡
充
、
滞
在
型
観
光
の
促
進
な
ど
の
支
援

が
創
設
さ
れ
た
。

・
壱
岐
初
の
専
門
学
校

　
「
こ
こ
ろ
医
療
福
祉
専
門
学
校
壱
岐
校
」

介
護
福
祉
士
の
人
材
育
成
や
地
域
活
性
化

に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

・「
壱
岐
市
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

開
所

Ｊ
Ａ
壱
岐
市
担
い
手
支
援
室
を
核
に
、
県
・

市
か
ら
週
１
回
職
員
を
派
遣
し
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
化
を
実
現
。
官
民
一
体

と
な
っ
た
支
援
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ

り
、
さ
ら
な
る
農
業
振
興
を
図
る
。

・
21
世
紀
の
朝
鮮
通
信
使

２
０
０
７
年
か
ら
２
年
に
１
度
開
催
さ
れ

・
記
録
的
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
（
６
月
29
日
、７
月
６
日
）

50
年
に
一
度
と
表
現
さ
れ
る
集
中
豪
雨

が
短
期
間
で
２
度
も
発
生
し
、
市
内
各

所
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
幸
い
人

的
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
過
去
に

類
を
見
な
い
１
９
０
０
件
を
超
え
る
公

共
土
木
施
設
、
農
地
・
農
業
用
施
設
等

・
第
２
回　

壱
岐
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン

第
２
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
１
０
０
キ
ロ

マ
ラ
ソ
ン
レ
ー
ス
。
大
会
当
日
、
超
大
型

台
風
の
接
近
に
よ
り
開
催
が
心
配
さ
れ
た

が
、
鉄
人
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
と
沿
道
の
応
援

や
お
も
て
な
し
、
子
ど
も
た
ち
を
含
む
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
関
係
者
一
丸
と
な
っ
た

記
憶
に
残
る
素
晴
ら
し
い
大
会
と
な
っ

た
。
ま
た
、
完
走
率
が
昨
年
の
50
％
を
大

き
く
上
回
り
、
78
・
３
％
と
な
っ
た
。

・
朝
鮮
通
信
使
関
連
資
料
の
ユ
ネ
ス
コ

　
　

世
界
の
記
憶
（
記
憶
遺
産
）
登
録

壱
岐
市
に
お
い
て
も
、
土
肥
家
に
伝
わ
る

「
朝
鮮
通
信
使
迎
接
所
絵
図
」
が
関
連
資

料
と
し
て
記
憶
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

・
結
婚
・
婚
活
応
援
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
７

　
　
　
　
　
　
　
　

自
治
体
部
門　

表
彰

増
田
寛
也
元
総
務
大
臣
が
初
代
代
表
理
事

・
壱
岐
市
消
防
団
出
初
式

毎
年
１
月
６
日
に
開
催
さ
れ
る
壱
岐

市
消
防
団
の
年
頭
行
事
。

・
壱
岐
市
成
人
式

新
成
人
２
４
３
人
が
出
席
し
、
人
生

の
節
目
を
迎
え
た
。

・
第
32
回
壱
岐
の
島

 　
　
　
　
　

新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
者
１
８
５
９
名
。
マ
ラ
ソ
ン
に

適
し
た
天
候
の
中
、
工
夫
を
凝
ら
し

た
仮
装
の
ラ
ン
ナ
ー
も
会
場
を
盛
り

上
げ
た
。

・
劇
団
四
季
フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
嵐
の
中
の
子
ど
も
た
ち
」
上
演

春（
４
〜
６
月
）

夏（
７
〜
９
月
）

秋（
９
〜
１２
月
）

冬（
１
〜
３
月
）

の
被
害
が
発
生
し
た
。

・
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ラ
イ
ブ
開
催

ラ
イ
ブ
の
た
め
に
訪
れ
た
全
国
の
フ
ァ

ン
に
島
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、住
民
ら
が
歓
迎
委
員
会
を
設
立
し
、

ダ
ン
ス
で
出
迎
え
た
り
特
産
品
を
紹
介

す
る
な
ど
し
て
盛
り
上
げ
た
。

・「
壱
岐
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
Ｉ
ｋ
ｉ

－

Ｂ
ｉ
ｚ
）」
設
立

全
国
各
地
か
ら
３
９
１
名
の
応
募
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
森
セ
ン
タ
ー
長
を
中
心

に
、
す
べ
て
の
業
種
に
対
し
様
々
な
相

談
や
提
案
等
を
行
っ
て
い
る
。
当
初
の

見
込
み
を
大
幅
に
上
回
る
相
談
を
受
け

付
け
て
お
り
、
リ
ピ
ー
ト
率
も
非
常
に

高
く
多
く
の
事
業
者
に
活
用
い
た
だ
い

て
い
る
。

・「
壱
岐
市
ふ
る
さ
と
商
社
」
設
立

本
市
の
商
品
等
を
積
極
的
に
島
外
へ
売

り
出
し
、
生
産
者
・
事
業
者
の
所
得
向

上
及
び
雇
用
の
場
の
創
出
を
図
る
た

め
、産
業
支
援
策
の
１
つ
と
し
て
設
立
。

・「
壱
岐
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

オ
ー
プ
ン

時
間
や
場
所
に
制
限
さ
れ
ず
仕
事
が
で

き
る
と
い
う
新
た
な
働
き
方
を
創
出
す

る
と
と
も
に
、
島
外
の
企
業
の
壱
岐
進

出
の
拠
点
と
な
る
施
設
が
オ
ー
プ
ン
。

・
壱
岐
郷
ノ
浦
祇
園
山
笠

１
７
３
７
年
、
郷
ノ
浦
で
疫
病
が
起
こ

り
、
地
元
の
八
坂
神
社
に
山
笠
を
奉
納

し
、
平
癒
を
祈
願
し
た
の
が
始
ま
り
と

さ
れ
る
壱
岐
最
大
の
夏
祭
り
。

・
壱
岐
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

投
票
率
77
・
22
％
で
、
16
人
の
新
市
議

会
議
員
が
誕
生
し
た
。

・
辰
の
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

壱
岐
の
北
部
に
あ
る
無
人
島
・
辰
ノ
島

で
行
わ
れ
る
夏
の
イ
ベ
ン
ト
。
辰
ノ
島

に
は
年
間
１
万
人
を
超
え
る
お
客
様
が

訪
れ
る
。

・
第
20
回
一
支
国
幼
児
相
撲
大
会

島
内
外
の
幼
稚
園
、
保
育
所
に
通
う
子

ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
白
熱
し
た
応
援

も
名
物
と
な
っ
た
相
撲
大
会
。
20
回
記

念
と
し
て
招
待
し
た
現
役
力
士
の
豊
ノ

島
関
と
力
斗
さ
ん
も
大
会
を
盛
り
上
げ

た
。

・
壱
岐
市
敬
老
会

９
月
１
日
現
在
で
70
歳
以
上
の
方
は
７

６
６
８
名
。
市
内
最
高
齢
者
は
１
０
７

歳
、
１
０
０
歳
以
上
の
方
は
24
人
だ
っ

た
。市
内
４
町
で
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。

を
務
め
た
一
般
社
団
法
人
結
婚
・
婚
活
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
結
婚
支
援
を
積
極

的
か
つ
独
自
に
行
っ
て
い
る
地
方
自
治
体

と
し
て
表
彰
を
受
け
た
。

・
２
０
１
７
長
崎
県
海
ご
み
交
流
事
業
in

壱
岐

長
崎
県
・
壱
岐
市
・
対
馬
市
・
五
島
市
・

新
上
五
島
町
が
主
催
。
韓
国
・
中
国
を
は

じ
め
、
４
離
島
の
高
校
生
80
名
が
来
島
し
、

韓
国
海
洋
大
の
学
生
、
福
岡
・
佐
賀
・
長

崎
県
内
の
大
学
生
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
が
参

加
し
た
。

・
壱
岐
市
還
暦
式

60
歳
を
迎
え
ら
れ
る
年
代
の
皆
さ
ん
を
祝

福
す
る
式
典
。
市
内
対
象
者
は
３
６
０
名
。

市
外
か
ら
の
出
席
者
を
含
め
、
４
７
３
名

の
方
が
式
典
に
参
加
さ
れ
た
。

・
壱
岐
大
大
神
楽

芦
辺
町
住
吉
東
触
に
あ
る
壱
岐
の
総
鎮

守
・
住
吉
神
社
で
、
毎
年
12
月
20
日
に
行

わ
れ
る
大
祭
。

壱
岐
の
一年

て
い
る
「
21
世
紀
朝
鮮
通
信
使　

日
韓
友

情
ウ
ォ
ー
ク
」
の
一
行
が
一
昨
年
に
続
い

て
２
回
目
の
来
島
。

・
第
29
回
壱
岐
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

６
３
０
名
が
出
場
。
コ
ー
ス
を
完
全
封
鎖

し
て
行
わ
れ
る
九
州
（
沖
縄
を
除
く
）
で

は
唯
一
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
。
す
っ
か

り
壱
岐
に
定
着
し
た
一
大
イ
ベ
ン
ト
。

（
平
成
29
年
４
月
〜
平
成
30
年
３
月
）

壱岐しごとサポートセンター Iki-Biz

一支国幼児相撲大会

壱岐ウルトラマラソン

壱岐郷ノ浦祇園山笠

結婚・婚活応援アワード

壱岐の島新春マラソン大会

こころ医療福祉専門学校壱岐校

サイクルフェスティバル

TUBE ライブ

壱岐テレワークセンター

市
内
の
小
学
生
４
〜
６
年
生
を
招
待

し
て
公
演
が
行
わ
れ
た
。
公
演
後
に

は
、
俳
優
３
名
に
よ
る
「
美
し
い
日

本
語
の
話
し
方
教
室
」
が
渡
良
小
学

校
で
開
か
れ
、
劇
団
四
季
独
自
の“

母

音
法”

に
つ
い
て
学
ん
だ
。

・
第
31
回
壱
岐
・
壱
岐
綱
引
大
会

壱
岐
島
外
及
び
島
内
の
職
場
や
地
域

の
仲
間
、
小
中
学
生
な
ど
で
構
成
す

る
合
計
34
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
男
・
女
・

一
般
混
合
な
ど
６
部
門
で
熱
戦
を
繰

り
広
げ
た
。

・
壱
岐
市
ふ
る
さ
と
商
社
が
運
営
す
る

通
販
サ
イ
ト
「
壱
岐
な
お
取
り
寄
せ
」

が
オ
ー
プ
ン

ふ
る
さ
と
壱
岐
の
旬
な
グ
ル
メ
や
な

つ
か
し
い
商
品
を
取
り
扱
う
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
が
オ
ー
プ
ン
。
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国境離島法施行セレモニー

・『
有
人
国
境
離
島
法
』
施
行

航
路
航
空
路
の
Ｊ
Ｒ
並
運
賃
及
び
輸
送
コ

ス
ト
の
低
廉
化
が
実
現
し
、
雇
用
機
会
の

拡
充
、
滞
在
型
観
光
の
促
進
な
ど
の
支
援

が
創
設
さ
れ
た
。

・
壱
岐
初
の
専
門
学
校

　
「
こ
こ
ろ
医
療
福
祉
専
門
学
校
壱
岐
校
」

介
護
福
祉
士
の
人
材
育
成
や
地
域
活
性
化

に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

・「
壱
岐
市
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

開
所

Ｊ
Ａ
壱
岐
市
担
い
手
支
援
室
を
核
に
、
県
・

市
か
ら
週
１
回
職
員
を
派
遣
し
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
化
を
実
現
。
官
民
一
体

と
な
っ
た
支
援
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ

り
、
さ
ら
な
る
農
業
振
興
を
図
る
。

・
21
世
紀
の
朝
鮮
通
信
使

２
０
０
７
年
か
ら
２
年
に
１
度
開
催
さ
れ

・
記
録
的
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
（
６
月
29
日
、７
月
６
日
）

50
年
に
一
度
と
表
現
さ
れ
る
集
中
豪
雨

が
短
期
間
で
２
度
も
発
生
し
、
市
内
各

所
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
幸
い
人

的
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
過
去
に

類
を
見
な
い
１
９
０
０
件
を
超
え
る
公

共
土
木
施
設
、
農
地
・
農
業
用
施
設
等

・
第
２
回　

壱
岐
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン

第
２
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
１
０
０
キ
ロ

マ
ラ
ソ
ン
レ
ー
ス
。
大
会
当
日
、
超
大
型

台
風
の
接
近
に
よ
り
開
催
が
心
配
さ
れ
た

が
、
鉄
人
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
と
沿
道
の
応
援

や
お
も
て
な
し
、
子
ど
も
た
ち
を
含
む
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
関
係
者
一
丸
と
な
っ
た

記
憶
に
残
る
素
晴
ら
し
い
大
会
と
な
っ

た
。
ま
た
、
完
走
率
が
昨
年
の
50
％
を
大

き
く
上
回
り
、
78
・
３
％
と
な
っ
た
。

・
朝
鮮
通
信
使
関
連
資
料
の
ユ
ネ
ス
コ

　
　

世
界
の
記
憶
（
記
憶
遺
産
）
登
録

壱
岐
市
に
お
い
て
も
、
土
肥
家
に
伝
わ
る

「
朝
鮮
通
信
使
迎
接
所
絵
図
」
が
関
連
資

料
と
し
て
記
憶
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

・
結
婚
・
婚
活
応
援
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
７

　
　
　
　
　
　
　
　

自
治
体
部
門　

表
彰

増
田
寛
也
元
総
務
大
臣
が
初
代
代
表
理
事

・
壱
岐
市
消
防
団
出
初
式

毎
年
１
月
６
日
に
開
催
さ
れ
る
壱
岐

市
消
防
団
の
年
頭
行
事
。

・
壱
岐
市
成
人
式

新
成
人
２
４
３
人
が
出
席
し
、
人
生

の
節
目
を
迎
え
た
。

・
第
32
回
壱
岐
の
島

 　
　
　
　
　

新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
者
１
８
５
９
名
。
マ
ラ
ソ
ン
に

適
し
た
天
候
の
中
、
工
夫
を
凝
ら
し

た
仮
装
の
ラ
ン
ナ
ー
も
会
場
を
盛
り

上
げ
た
。

・
劇
団
四
季
フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
嵐
の
中
の
子
ど
も
た
ち
」
上
演

春（
４
〜
６
月
）

夏（
７
〜
９
月
）

秋（
９
〜
１２
月
）

冬（
１
〜
３
月
）

の
被
害
が
発
生
し
た
。

・
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ラ
イ
ブ
開
催

ラ
イ
ブ
の
た
め
に
訪
れ
た
全
国
の
フ
ァ

ン
に
島
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、住
民
ら
が
歓
迎
委
員
会
を
設
立
し
、

ダ
ン
ス
で
出
迎
え
た
り
特
産
品
を
紹
介

す
る
な
ど
し
て
盛
り
上
げ
た
。

・「
壱
岐
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
Ｉ
ｋ
ｉ

－

Ｂ
ｉ
ｚ
）」
設
立

全
国
各
地
か
ら
３
９
１
名
の
応
募
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
森
セ
ン
タ
ー
長
を
中
心

に
、
す
べ
て
の
業
種
に
対
し
様
々
な
相

談
や
提
案
等
を
行
っ
て
い
る
。
当
初
の

見
込
み
を
大
幅
に
上
回
る
相
談
を
受
け

付
け
て
お
り
、
リ
ピ
ー
ト
率
も
非
常
に

高
く
多
く
の
事
業
者
に
活
用
い
た
だ
い

て
い
る
。

・「
壱
岐
市
ふ
る
さ
と
商
社
」
設
立

本
市
の
商
品
等
を
積
極
的
に
島
外
へ
売

り
出
し
、
生
産
者
・
事
業
者
の
所
得
向

上
及
び
雇
用
の
場
の
創
出
を
図
る
た

め
、産
業
支
援
策
の
１
つ
と
し
て
設
立
。

・「
壱
岐
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

オ
ー
プ
ン

時
間
や
場
所
に
制
限
さ
れ
ず
仕
事
が
で

き
る
と
い
う
新
た
な
働
き
方
を
創
出
す

る
と
と
も
に
、
島
外
の
企
業
の
壱
岐
進

出
の
拠
点
と
な
る
施
設
が
オ
ー
プ
ン
。

・
壱
岐
郷
ノ
浦
祇
園
山
笠

１
７
３
７
年
、
郷
ノ
浦
で
疫
病
が
起
こ

り
、
地
元
の
八
坂
神
社
に
山
笠
を
奉
納

し
、
平
癒
を
祈
願
し
た
の
が
始
ま
り
と

さ
れ
る
壱
岐
最
大
の
夏
祭
り
。

・
壱
岐
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

投
票
率
77
・
22
％
で
、
16
人
の
新
市
議

会
議
員
が
誕
生
し
た
。

・
辰
の
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

壱
岐
の
北
部
に
あ
る
無
人
島
・
辰
ノ
島

で
行
わ
れ
る
夏
の
イ
ベ
ン
ト
。
辰
ノ
島

に
は
年
間
１
万
人
を
超
え
る
お
客
様
が

訪
れ
る
。

・
第
20
回
一
支
国
幼
児
相
撲
大
会

島
内
外
の
幼
稚
園
、
保
育
所
に
通
う
子

ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
白
熱
し
た
応
援

も
名
物
と
な
っ
た
相
撲
大
会
。
20
回
記

念
と
し
て
招
待
し
た
現
役
力
士
の
豊
ノ

島
関
と
力
斗
さ
ん
も
大
会
を
盛
り
上
げ

た
。

・
壱
岐
市
敬
老
会

９
月
１
日
現
在
で
70
歳
以
上
の
方
は
７

６
６
８
名
。
市
内
最
高
齢
者
は
１
０
７

歳
、
１
０
０
歳
以
上
の
方
は
24
人
だ
っ

た
。市
内
４
町
で
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。

を
務
め
た
一
般
社
団
法
人
結
婚
・
婚
活
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
結
婚
支
援
を
積
極

的
か
つ
独
自
に
行
っ
て
い
る
地
方
自
治
体

と
し
て
表
彰
を
受
け
た
。

・
２
０
１
７
長
崎
県
海
ご
み
交
流
事
業
in

壱
岐

長
崎
県
・
壱
岐
市
・
対
馬
市
・
五
島
市
・

新
上
五
島
町
が
主
催
。
韓
国
・
中
国
を
は

じ
め
、
４
離
島
の
高
校
生
80
名
が
来
島
し
、

韓
国
海
洋
大
の
学
生
、
福
岡
・
佐
賀
・
長

崎
県
内
の
大
学
生
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
が
参

加
し
た
。

・
壱
岐
市
還
暦
式

60
歳
を
迎
え
ら
れ
る
年
代
の
皆
さ
ん
を
祝

福
す
る
式
典
。
市
内
対
象
者
は
３
６
０
名
。

市
外
か
ら
の
出
席
者
を
含
め
、
４
７
３
名

の
方
が
式
典
に
参
加
さ
れ
た
。

・
壱
岐
大
大
神
楽

芦
辺
町
住
吉
東
触
に
あ
る
壱
岐
の
総
鎮

守
・
住
吉
神
社
で
、
毎
年
12
月
20
日
に
行

わ
れ
る
大
祭
。

壱
岐
の
一年

て
い
る
「
21
世
紀
朝
鮮
通
信
使　

日
韓
友

情
ウ
ォ
ー
ク
」
の
一
行
が
一
昨
年
に
続
い

て
２
回
目
の
来
島
。

・
第
29
回
壱
岐
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

６
３
０
名
が
出
場
。
コ
ー
ス
を
完
全
封
鎖

し
て
行
わ
れ
る
九
州
（
沖
縄
を
除
く
）
で

は
唯
一
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
。
す
っ
か

り
壱
岐
に
定
着
し
た
一
大
イ
ベ
ン
ト
。

（
平
成
29
年
４
月
〜
平
成
30
年
３
月
）

壱岐しごとサポートセンター Iki-Biz

一支国幼児相撲大会

壱岐ウルトラマラソン

壱岐郷ノ浦祇園山笠

結婚・婚活応援アワード

壱岐の島新春マラソン大会

こころ医療福祉専門学校壱岐校

サイクルフェスティバル

TUBE ライブ

壱岐テレワークセンター

市
内
の
小
学
生
４
〜
６
年
生
を
招
待

し
て
公
演
が
行
わ
れ
た
。
公
演
後
に

は
、
俳
優
３
名
に
よ
る
「
美
し
い
日

本
語
の
話
し
方
教
室
」
が
渡
良
小
学

校
で
開
か
れ
、
劇
団
四
季
独
自
の“

母

音
法”

に
つ
い
て
学
ん
だ
。

・
第
31
回
壱
岐
・
壱
岐
綱
引
大
会

壱
岐
島
外
及
び
島
内
の
職
場
や
地
域

の
仲
間
、
小
中
学
生
な
ど
で
構
成
す

る
合
計
34
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
男
・
女
・

一
般
混
合
な
ど
６
部
門
で
熱
戦
を
繰

り
広
げ
た
。

・
壱
岐
市
ふ
る
さ
と
商
社
が
運
営
す
る

通
販
サ
イ
ト
「
壱
岐
な
お
取
り
寄
せ
」

が
オ
ー
プ
ン

ふ
る
さ
と
壱
岐
の
旬
な
グ
ル
メ
や
な

つ
か
し
い
商
品
を
取
り
扱
う
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
が
オ
ー
プ
ン
。
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福
岡
壱
岐
の
会
会

員
皆
様
に
は
、
日
頃

よ
り
、
郷
土
「
壱
岐
」

の
発
展
に
思
い
を
馳

せ
、
多
方
面
か
ら
ご
尽
力
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
か
ね
て
よ
り
念
願
で
あ
り
ま
し

た
有
人
国
境
離
島
法
が
施
行
さ
れ
、
新
た

な
局
面
へ
と
向
か
う
転
換
期
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
法
律
に
よ
り
、
航
路
航
空
路
の
Ｊ

Ｒ
並
運
賃
及
び
輸
送
コ
ス
ト
の
低
廉
化
が
実

現
し
、
雇
用
機
会
の
拡
充
、
滞
在
型
観
光
の

促
進
と
い
っ
た
支
援
が
創
設
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

本
市
で
は
、
こ
の
新
法
施
行
を
絶
好
の
機

会
と
捉
え
、「
壱
岐
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー　

Ｉ
ｋ
ｉ

-

Ｂ
ｉ
ｚ
」
を
設
立
し
、
全

国
各
地
か
ら
三
九
一
名
と
い
う
多
数
の
応
募

の
中
か
ら
選
ば
れ
た
森
セ
ン
タ
ー
長
を
中
心

に
、
全
て
の
業
種
に
対
し
、
様
々
な
相
談
や

提
案
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
取
組

は
、
当
初
見
込
ん
で
い
た
相
談
件
数
を
大
幅

に
上
回
り
、
リ
ピ
ー
ト
率
も
非
常
に
高
く
、

多
く
の
事
業
者
皆
様
に
ご
活
用
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。　

さ
ら
に
、
同
じ
く
産
業
支
援

策
と
し
て
、
生
産
者
・
事
業
者
皆
様
の
所
得

向
上
及
び
雇
用
の
場
の
創
出
を
図
る
た
め
、

「
壱
岐
市
ふ
る
さ
と
商
社
」
を
設
立
し
、
現

在
、
福
岡
に
も
営
業
拠
点
を
置
き
、
地
域
の

産
官
学
民
連
携
で
創
る
壱
岐
の
明
る
い
未
来

　
　
　
　
　
　
　
　

  

壱
岐
市
長　

白
川
博
一

商
品
を
大
都
市
向
け
に
積
極
的
に
売
り
出
す

こ
と
と
し
て
お
り
、
本
年
三
月
一
日
に
は
同

商
社
が
運
営
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ

「
壱
岐
な
お
取
り
寄
せ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
今
後
は
随
時
、
商
品
を
増
や
し
て
い

き
、
本
格
的
な
営
業
活
動
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

こ
の
他
、
時
間
や
場
所
に
制
約
さ
れ
ず
に

働
く
こ
と
が
で
き
る
「
壱
岐
テ
レ
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど
、
島
内
外

事
業
者
皆
様
へ
の
支
援
体
制
の
構
築
及
び
新

し
い
働
き
方
の
モ
デ
ル
を
提
案
す
る
新
た
な

取
組
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り

さ
ら
な
る
雇
用
促
進
を
図
り
、
島
内
経
済
の

活
性
化
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
内
で
は
、
二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
控

え
、
国
際
文
化
交
流
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て

お
り
ま
す
が
、
本
市
に
お
い
て
も
、
本
年
五

月
二
十
六
日
に
、「
第
五
十
九
回
外
国
人
に

よ
る
日
本
語
弁
論
大
会
」
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
が
決
定
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
契
機
と
し

て
、
外
国
人
観
光
客
の
受
入
体
制
の
充
実
や

国
際
感
覚
の
醸
成
、
多
様
な
価
値
観
に
よ
る

開
か
れ
た
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
、
国

内
は
も
と
よ
り
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
に
つ
い

て
も
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

福
岡
壱
岐
の
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
故
郷
壱
岐
へ
の
想
い
を
馳
せ
て
い
た
だ

き
、
魅
力
満
載
の
壱
岐
の
Ｐ
Ｒ
に
、
一
層
の

お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
福
岡
壱
岐
の
会
の
益
々
の
ご
隆

盛
と
、
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。福岡壱岐の会５０周年

記念祝賀会（平成 31 年）

第49回定時総会のご案内第49回定時総会のご案内平成30年度
福岡壱岐の会

●日　時
　平成30年６月17日㈰
　午前11時30分（受付１０時半から）
●場　所
　福岡市博多区博多駅東2丁目7―27
　「八仙閣」 （JR博多駅筑紫口より徒歩7分）
　☎ 092-411-4141
●会　費／男女共・５千円 （子ども無料）
　　　　　　　※25歳以下の方は、2000円

　会員の皆様にはご健勝のこととお喜び申し上げます。福
岡壱岐の会は今年で49年目を迎えました。これも皆様方の
ご協力・ご支援の賜物であり、お礼申し上げます。
　49回目の定時総会を右記の通り開催致します。当日はふ
るさと壱岐からも多数の来賓が出席されます。恒例の壱岐
特産品の販売もございます。友人、知人とお誘いあわせて
ご参加頂き、楽しい交流の場としたくよろしくお願い申し
上げます。

〒811-5135 長崎県壱岐市郷ノ浦町郷ノ浦 401
TEL0920-47-0567  FAX0920-47-6832   http://www.viewiki.com

政府登録

　福岡壱岐の会は、来年で創立５０周
年を迎えます。これもひとえに会員の
皆様や壱岐関係者の皆様のご支援、ご
厚情の賜物と感謝しております。
　来年は、創立５０周年記念総会・祝
賀会を予定しておりますので、その節
は皆様方の更なるご支援・ご協力をお
願いいたします。

〜ご案内〜
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福
岡
壱
岐
の
会
の
皆

様
に
は
、
日
頃
か
ら
ふ

る
さ
と
壱
岐
の
発
展
の

た
め
、
一
方
な
ら
ぬ
お

力
添
え
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
県
に
お
い
て
は
、
４
月
に
施
行
さ
れ

た
「
有
人
国
境
離
島
法
」
を
大
い
に
生
か
し
、

雇
用
の
拡
充
を
は
じ
め
、
航
路
・
航
空
路
運
賃

の
低
廉
化
や
輸
送
コ
ス
ト
へ
の
支
援
、
交
流
人

口
の
拡
大
に
資
す
る
事
業
等
を
、
壱
岐
市
や
関

係
団
体
、
金
融
機
関
等
と
連
携
し
積
極
的
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
雇
用
拡
充
に
つ

い
て
は
、
創
業
や
事
業
拡
大
に
対
す
る
手
厚
い

支
援
制
度
が
創
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

年
は
、
農
協
や
漁
協
、
観
光
連
盟
等
と
も
一
層

連
携
を
深
め
、
幅
広
い
分
野
で
、
地
域
の
強
み

を
活
か
し
た
新
た
な
雇
用
創
出
の
取
組
へ
の
支

援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
壱
岐
に
お

い
て
も
有
効
求
人
倍
率
が
１
．
０
を
超
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
福
岡
を
は
じ
め
と
す
る
本
土
地

区
か
ら
の
移
住
を
含
め
た
雇
用
の
確
保
に
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
や
市
な
ど
と
共
に
力
を
注
い
で
ま

い
り
ま
す
。

　

県
と
し
ま
し
て
は
、
壱
岐
の
振
興
に
直
結
す

る
様
々
な
取
組
を
、
市
を
は
じ
め
地
域
の
皆
様

と
一
体
と
な
っ
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
福
岡
壱
岐
の
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
ふ
る
さ
と
壱
岐
は
も
と
よ
り
長
崎
県
の
発

展
の
た
め
、
引
き
続
き
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
た
な
雇
用
を
生
み
出
し
壱
岐
を
も
っ
と
元
気
に

　

長
崎
県
壱
岐
振
興
局 

局
長　

大
﨑
義
郎

一
方
、
Ｊ
Ｒ
長
崎
駅
の
隣
接
地
に
建
設
を
進
め

て
き
た
長
崎
県
の
新
庁
舎
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
末
に
完
成
し
、
本
年
１
月
４
日
か
ら
業
務

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
県
で
は
、
新
庁
舎
を
大

規
模
災
害
時
に
お
け
る
防
災
拠
点
の
み
な
ら
ず

行
政
と
県
民
の
皆
様
方
と
の
連
携
・
協
働
の
拠

点
と
し
て
も
位
置
づ
け
て
お
り
、
よ
り
一
層
、

県
民
の
皆
様
方
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。
な
お
、
港
に
近
接
す
る
新
庁
舎
の
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
大
変
素
晴
ら
し
く
、
８
階
の
展

望
所
か
ら
は
、
大
型
客
船
が
停
泊
す
る
美
し
い

長
崎
港
を
一
望
で
き
ま
す
。
お
近
く
に
お
越
し

の
際
は
、
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

結
び
に
、
福
岡
壱
岐
の
会
の
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
と
、
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

【福岡壱岐の会】俳句の会

新県庁舎

俳句愛好会に入りませんか

超遠赤外線
太陽光と同じ、まるで陽だまりのように優しい熱エネルギーで体を暖めるので、体温上昇⇒発刊⇒血流改善に

繋がり、美容と健康維持に重要な「血管新生」というメカニズムが活性化します。

安心・衛生的
電熱線による加熱ではないため「電磁波障害」の心配はありません。

湿度が低くても暖まるため、カビや雑菌の繁殖が抑えられ安心で衛生的な快適空間が実現しました。

岩
盤
浴
と
一
緒
に

カ
ラ
ダ
に
優
し
い

ラ
ン
チ
は
い
か
が

期待できる効果
運動不足解消シェイプアップ

美肌

むくみの解消

肩こりの緩和

デトックス

冷え性の改善 体質改善ストレス解消

年中無休 営業時間11：00～23：00（21時以降は1Fフロントにて受付） お問合せは℡0920-47-3737

　福岡壱岐の会では
平 成 28 年 4 月 か ら
毎月句会を行ってい
ます。メンバーは 92
歳の大先輩の野口一
弘さんはじめ男性 4
名女性 3 名の合計 7
名です。前会長の幡
鉾さんもメンバーです。皆な俳句は初めてなので俳句
知識の豊富な野口さんに季重ねや切れ字の使い方など
を毎回教えてもらっています。しかし今では俳句を作
ることだけが目的ではなく句会後に家族的な雰囲気で
お酒を飲みながらの食事や誕生会をすることも楽しみ
になってきました。
例会は毎月末にホテルレオパレス博多のレストランに
て行っています。興味のある方は参加されませんか。
今年は壱岐の俳句の会の方々とお会いできればと思っ
ています。毎月の全作品と写真を初回から全部福岡壱
岐の会のホームページ俳句愛好会に載せていますので
見て頂ければ幸いです。　　　　　（副会長　加藤武）
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ま
れ
も
育
ち
も
壱
岐
と
い
う
妻
と
出

会
う
と
い
う
幸
運
が
重
な
り
ま
し
た
。

「
奥
様
も
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
だ
っ
た
ん
で
す
か
？
」

と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
が
、
福
岡
市
天
神
の
取
材

先
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
の
が
、
き
っ
か
け
で

し
た
。
妻
の
実
家
は
「
は
ら
ほ
げ
地
蔵
」
の
近

く
な
の
で
、
こ
れ
も
壱
岐
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

の
お
か
げ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
笑
）

　

妻
の
手
料
理
の
中
で
も「
ブ
リ
の
あ
ら
炊
き
」

が
、
食
卓
に
上
る
と
一
段
と
心
が
落
ち
着
き
ま

す
。

ま
た
妻
の
実
家
か
ら
は
、
そ
の
ブ
リ
や
ウ
ニ
な

ど
を
送
っ
て
い
た
だ
き
、
有
難
い
限
り
、
食
べ

盛
り
の
子
供
が
い
る
我
が
家
の
力
の
源
に
な
っ

て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
も
「
昨
晩
は
、
壱
岐
に

行
け
る
と
思
う
と
眠
れ
ん
や
っ
た
」
と
い
う
ほ

ど
で
、
終
業
式
の
当
日
、「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
港
に
迎
え
に
来
て
」
と
電
話
を

　
「
壱
岐
地
方
。
明
日

は
南
東
の
風
、
晴
れ
で

し
ょ
う
」 

　

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し

て
F
B
S
福
岡
放
送
に
在
職
当
時
は
、
天
気

予
報
で
何
度
も
読
み
上
げ
た
「
壱
岐
」。
た
だ
、

福
岡
県
の
南
部
、
久
留
米
生
ま
れ
の
駆
け
出
し

に
は
、「
壱
岐
」
は
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
30
歳
頃
で
し
ょ
う
か
、
F
B
S

の
情
報
番
組
の
リ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
泊
り
が

け
で
「
壱
岐
」
に
取
材
や
中
継
に
行
く
機
会
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。
福
岡
市
か
ら
高
速
船
で
1
時

間
。フ
ェ
リ
ー
で
2
時
間
と
い
う
近
さ
に
驚
き
、

郷
ノ
浦
は
想
像
以
上
に
賑
や
か
で
魅
力
あ
ふ
れ

る
街
並
み
で
し
た
。

 　

取
材
先
の
自
然
が
織
り
な
す
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
多
さ
に
も
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。「
猿
岩
」

は
、
キ
ン
グ
コ
ン
グ
の
よ
う
な
迫
力
と
や
さ
し

さ
。
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
海
は
、
環
境
省
が
選

定
し
た
「
快
水
浴
場
百
選
」
に
壱
岐
だ
け
で
「
筒

城
浜
海
水
浴
場
」
と
「
辰
ノ
島
海
水
浴
場
」
ふ

た
つ
も
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え

ま
す
。

　

壱
岐
の
モ
ン
サ
ン
ミ
ッ
シ
ェ
ル
？
「
小
島
神

社
」
や
「
は
ら
ほ
げ
地
蔵
」
な
ど
パ
ワ
ー
ス
ポ

ッ
ト
や
温
泉
も
あ
る
上
に
、
麦
焼
酎
に
魚
介
類

や
壱
岐
牛
と
逸
品
ぞ
ろ
い
。「
何
で
今
ま
で
来
ん

や
っ
た
ん
か
い
な
ー
」
と
素
直
に
思
い
ま
し
た
。

 　

そ
ん
な
壱
岐
の
取
材
か
ら
数
年
後
、
生

思
い
や
り
宿
る
島 

壱
岐

参
議
院
議
員
（
元
Ｆ
Ｂ
Ｓ
福
岡
放
送
キ
ャ
ス
タ
ー
）　

古
賀
之
士

か
け
て
、
子
供
だ
け
が
壱
岐
に
長
期
間
お
邪
魔

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

様
々
な
魅
力
を
持
つ
壱
岐
で
す
が
、
妻
を
通

じ
て
知
り
合
う
方
々
の「
思
い
や
り
」「
優
し
さ
」

「
懐
の
深
さ
」
は
「
福
岡
壱
岐
の
会
」
の
皆
様

と
の
ご
縁
を
深
め
な
が
ら
、
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
根
底
に
は
、
自
分
だ

け
で
は
な
い
と
い
う
「
共
生
」「
共
助
」
の
精

神
が
そ
れ
ぞ
れ
の
方
に
お
あ
り
で
、
そ
の
思
い

が
「
壱
岐
」
を
よ
り
魅
力
あ
る
輝
い
た
存
在
に

し
て
い
る
の
で
は
？
と
感
じ
ま
す
。

　
「
人
に
歴
史
あ
り
」
の
言
葉
そ
の
ま
ま
に
、

か
つ
て
「
魏
志
倭
人
伝
」
に
記
さ
れ
、
そ
の
世

界
を
堪
能
で
き
る
、「
一
支
国
（
い
き
こ
く
）

博
物
館
」。
こ
の
中
に
、
当
時
の
古
代
人
の
生

活
を
再
現
し
た
巨
大
ジ
オ
ラ
マ
と
１
６
０
体
の

ミ
ニ
チ
ュ
ア
人
形
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

細
か
い
部
分
ま
で
再
現
さ
れ
た
古
代
人
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
や
ア
イ
テ
ム
を
小
さ
い
望
遠
鏡
で
自

由
に
眺
め
ら
れ
、
私
も
大
好
き
な
展
示
の
ひ
と

つ
で
す
。
そ
の
中
に
も
、「
共
生
」「
共
助
」
の

助
け
合
い
精
神
が
、垣
間
見
え
て
く
る
の
で
す
。

こ
の
展
示
は
、外
国
人
観
光
客
に
も
人
気
で
す
。

　

将
来
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
６
０
０
０
万
人

時
代
の
中
で
「
地
方
へ
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
」
は
、
大
い
に
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
壱
岐
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
く
一
方
、
地
方

創
生
や
少
子
高
齢
化
、「
定
住
」、

「
起
業
」、「
留
学
」
は
も
ち
ろ
ん

独
自
の
動
き
を
含
め
、
微
力
な

が
ら
皆
様
の
お
手
伝
い
で
き
る

よ
う
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

壱岐市農業協同組合
代表理事組合長　川﨑　裕司
外　役職員一同　TEL:0920-47-1331

壱岐生まれ　壱岐育ち
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イ
ン
ド
と
い
う
国
の
可
能
性
に
近
づ
い
て
き
ま
し
た

　
　
　
　

  

長
崎
県
議
会
議
員　

山
本
啓
介

　

イ
ン
ド
の
IT
企
業

が
集
ま
る
バ
ン
ガ
ロ

ー
ル
に
お
い
て
、
IT

企
業
の
皆
さ
ん
と
互

い
の
接
点
を
探
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し

て
き
ま
し
た
の
で
ご
報
告
し
ま
す
。

　

中
小
企
業
15
社
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

会
場
に
私
が
持
ち
込
ん
だ
課
題
は
、「
日

本
は
人
口
減
少
に
よ
っ
て
小
さ
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
は
、
経
済
、
共
助
、
国
防
な

ど
の
機
能
低
下
が
進
ん
で
い
る
」
と
い

う
こ
と
で
す
。　

　

そ
し
て
、
彼
ら
が
説
明
す
る
課
題
は

「
イ
ン
ド
の
中
小
企
業
は
様
々
な
ア
イ
デ

ィ
ア
を
商
品
化
し
よ
う
と
す
る
が
そ
れ

は
ア
イ
デ
ィ
ア
ベ
ー
ス
で
大
き
な
会
社

に
買
い
取
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況

で
も
な
ん
と
か
日
本
方
面
に
営
業
を
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
で
き
れ
ば
日
本

に
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
た
い
が
経
済
的
に

厳
し
い
も
の
が
あ
る
。」
と
い
っ
た
も
の

で
し
た
。

　

そ
こ
で
私
は
「
日
本
は
い
ま
人
口
減

少
対
策
を
各
県
や
各
市
が
い
わ
ば
競
争

し
て
い
る
。
そ
の
時
に
地
方
に
企
業
を

誘
致
、
起
業
す
る
、
移
り
住
む
こ
と
に

公
的
な
支
援
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
私
が

暮
ら
す
壱
岐
の
島
は
国
境
離
島
で
あ
り

更
な
る
公
的
な
支
援
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。」
と
続
け
て
捕
捉
し
ま
し
た
。

人
口
が
14
億
人
と
も
い
わ
れ
る
イ
ン
ド

に
暮
ら
す
彼
ら
に
、
人
口
減
少
問
題
が

理
解
で
き
る
か
不
安
で
し
た
が
、
イ
ン

ド
に
お
い
て
も
中
国
な
ど
他
国
と
接
す

る
地
域
で
は
、
国
土
を
守
る
た
め
に
「
タ

ッ
ク
ス
フ
リ
ー
」
な
ど
を
国
境
政
策
と

し
て
展
開
し
て
い
る
ら
し
く
、
国
境
離

島
は
理
解
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

そ
し
て
、
会
場
は
「
ど
う
す
れ
ば
壱
岐

に
行
け
る
か
」
と
い
う
事
を
真
剣
に
考

え
始
め
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
は
、
例
え
ば
壱
岐
市
に
「
シ

ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
」
を
つ
く
り
、
そ
こ
を

拠
点
に
日
本
や
韓
国
に
営
業
を
展
開
す

る
。
そ
の
傍
ら
で
壱
岐
市
の
福
祉
や
医

療
、
産
業
や
観
光
な
ど
に
つ
い
て
ア
イ

デ
ィ
ア
を
生
み
出
す
。
ま
た
は
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
策
の
情
報
発
信
サ
イ
ト
や
、

多
言
語
案
内
な
ど
に
つ
い
て
も
ア
イ
デ

ィ
ア
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
ん
な
話
で
盛
り
上
が
っ
た
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
は
、
私
が
帰
国
し
た
後
も
開
催
す

る
こ
と
と
、
早
い
う
ち
に
数
社
が
長
崎

に
来
る
こ
と
を
決
め
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

私
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を
ま
と
め
、
わ

か
り
や
す
く
整
理
し
て
壱
岐
市
や
長
崎

県
に
提
案
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。

株式会社株式会社なかはらなかはら 〒811－5463
長崎県壱岐市芦辺町箱崎中山触828-1 TEL0920-45-4888

FAX0920-45-45600120-611-401
代表取締役会長　中原　達夫
代表取締役社長　野見山茂生

玄海灘の澄みきった海玄海灘の澄みきった海

きらめく海から生まれたこだわりの塩きらめく海から生まれたこだわりの塩

壱岐の潮・天然にがり壱岐の潮・天然にがり

代表取締役　松熊　克彦

理事長　　　山内　賢明
〒811-5533　壱岐市勝本町新城西触 1645
TEL:0920-42-1028　FAX:0920-42-2274
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一
般
社
団
法
人
壱
岐
市
観
光
連
盟

　

長
嶋
立
身

身
近
な
大
都
市
福
岡
へ
感
謝

　

今
年
の
冬
は
、
例
年

に
な
く
厳
し
い
寒
さ
で

あ
り
ま
し
た
が
、
春
の

訪
れ
と
と
も
に
気
温
が

上
が
り
、
心
な
し
か
豊
か
な
気
分
に
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
常
日
頃
か
ら
身
近
で
、
様
々
な

ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
福
岡
壱
岐
の
会
の

皆
様
方
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
ど
も
壱
岐
市
観
光
連
盟
に
と
り
ま
し
て
、

国
内
旅
行
客
、
訪
日
観
光
客
を
問
わ
ず
、
来
島

者
の
壱
岐
へ
の
イ
ン
・
ア
ウ
ト
は
、
大
半
が
福

岡
で
あ
り
ま
す
。

　

九
州
観
光
旅
館
連
絡
会
様
と
の
ご
縁
で
、
平

成
三
十
年
五
月
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
様
の
大
型

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
新
幹
線
で
、
壱
岐
に
行
き
た

い
！
」
が
始
ま
り
ま
す
。
対
象
エ
リ
ア
は
、
京

阪
神
、
岡
山
、
広
島
、
等
で
、
大
手
旅
行
社
造

成
事
業
で
す
。
そ
の
他
に
大
阪
駅
な
ど
で
の
Ｐ

Ｒ
活
動
を
行
い
ま
す
。
ま
さ
に
Ｊ
Ｒ
西
日
本
様

の
強
力
な
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。
ま
た

こ
の
事
業
に
は
、
九
州
郵
船
様
の
多
大
な
ご
協

力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
併
せ
て
壱
岐
交
通
様

の
ご
協
力
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
業
の
九
州
で

の
利
用
駅
は
、
博
多
駅
で
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
五
月
に
台
北

市
の
区
長
さ
ん
方
約
二
十
名
が
、
来
島
の
予
定

で
あ
り
ま
す
。
台
北
市
の
区
長
さ
ん
は
、
東
京

都
と
同
じ
で
、
公
選
に
よ
り
就
任
さ
れ
る
方
々

で
あ
り
ま
す
。こ
の
方
々
が
来
島
頂
く
こ
と
は
、

壱
岐
に
と
り
ま
し
て
、
海
外
で
観
光
地
と
し
て

の
知
名
度
を
上
げ
る
、
千
歳
一
隅
の
好
機
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
来
島
も
福
岡
が
玄
関
と
な
り
ま

す
。
二
月
に
白
川
市
長
と
訪
台
し
て
、
営
業
を

し
ま
し
た
折
に
、福
岡
市
と
の
連
携
に
つ
い
て
、

連
携
し
て
い
る
こ
と
を
十
分
説
明
を
し
た
結
果

で
あ
り
ま
す
。

二
つ
の
事
業
を
書
き
記
し
ま
し
た
が
、
身
近
な

大
都
市
福
岡
市
が
、
近
く
に
あ
る
こ
に
感
謝
を

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
紙
面
で
あ
り
ま
す
の
で
、結
び
に
、

福
岡
壱
岐
の
会
の
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
と

と
も
に
、
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

一般社団法人

TEL.0920-47-3700  FAX.0920-47-5302
〒811-5133 長崎県壱岐市郷ノ浦町本村触６８３－２

会　長　　長 嶋　立 身

壱 岐 市 観 光 連 盟

http://www.ikikankou.com/ 壱岐観光ナビ 検索
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「
会
報
第
62
号
」
の

完
成
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
福
岡

壱
岐
の
会
の
皆
様
に

は
平
素
よ
り
一
支
国
博
物
館
へ
の
お
力
添

え
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
２
月
末
に
は
入
館
者
数
累
計
83
万

人
超
、
29
年
度
入
館
者
数
は
９
万
２
千
人

を
超
え
て
い
ま
す
。
３
月
15
日
か
ら
開
館

９
年
目
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
、
更
な
る
お

客
様
満
足
の
向
上
を
目
指
し
、
鋭
意
奮
闘

中
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
昨

年
の
11
月
に
広
島
か
ら
単
身
で
着
任
し
、

第
１
印
象
が
「
高
い
山
が
無
く
、
穏
や
か

な
景
観
が
続
き
、
買
い
物
を
す
る
時
の
お

店
の
方
の
言
葉
使
い
、
そ
の
姿
に
接
し
、

な
ん
と
な
く
、
楽
し
く
生
活
が
出
来
そ
う
。」

と
い
う
も
の
で
し
た
。
休
日
に
は
「
島
内

の
名
所
旧
跡
」
を
訪
れ
つ
つ
、
半
年
に
な

り
ま
す
が
、
第
一
印
象
は
「
実
感
」
に
変

わ
り
ま
し
た
。
特
に
「
美
し
い
砂
浜
、
猿

岩
、
鬼
の
足
跡
等
素
晴
ら
し
い
景
観
、
様
々

な
史
跡
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
材
、
焼
酎
、
お

店
の
方
の
親
切
な
応
対
」
い
ず
れ
も
単
身

生
活
に
潤
い
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

先
般
、
新
年
賀
詞
交
歓
会
に
初
め
て
参

加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
皆
様
の
「
壱

岐
へ
の
愛
情
の
大
き
さ
、
壱
岐
出
身
者
と

し
て
の
強
い
誇
り
、
仲
間
を
思
い
や
る
気

持
ち
」
に
触
れ
、
自
分
の
出
身
地
に
思
い

を
は
せ
ま
し
た
。
島
外
で
活
躍
さ
れ
て
老

い
る
皆
様
こ
そ
、「
壱
岐
の
素
晴
ら
し
さ
」

を
心
に
秘
め
、
日
々
の
活
力
の
源
泉
と
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

当
館
は
そ
ん
な
「
壱
岐
の
素
晴
ら
し
さ
」

を
伝
え
る
一
助
と
な
る
べ
く
、
様
々
な
事

業
を
企
画
・
制
作
・
運
営
し
て
い
ま
す
。

４
月
13
日
（
金
）
～
６
月
17
日
（
日
）
に

か
け
第
40
回
特
別
企
画
展
「
ね
こ
歩
き
日

本
編
」
を
開
催
、
世
界
で
活
躍
す
る
動
物

写
真
家
の
「
岩
合
光
昭
氏
」
に
よ
る
日
本

の
ネ
コ
た
ち
の
作
品
を
中
心
に
70
点
を
展

示
し
ま
す
。
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
、
大
学
教

授
に
よ
る
２
件
の
講
座
、
猫
に
関
す
る
グ

ッ
ズ
販
売
も
あ
り
、
ど
な
た
に
も
楽
し
ん

で
頂
け
る
内
容
で
す
。

　

他
に
も
本
年
度
３
回
の
特
別
企
画
展
、

月
２
回
の
歴
史
講
座
、
月
２
回
の
イ
ベ
ン

ト
を
継
続
、
新
た
な
体
験
の
場
を
ご
提
供

し
つ
づ
け
ら
れ
る
様
、
邁
進
致
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
「
福
岡
壱
岐
の
会
」
様
の
ま
す
ま

す
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
、
ご
家
族

の
皆
様
の
ご
健
勝
、
御
多
幸
を
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

一
支
国
博
物
館
９
年
目
に
む
け
て

壱
岐
市
立
一
支
国
博
物
館　

総
括
責
任
者　

高
橋
徹

ＨＯＬＬＡＮＤ ＦＯＯＤＳ 「袋氷」 製造・販売

自然あふれる 一支國の水 

        昔馴染みの “袋入りかき氷”

                  オランダフーズ株式会社 
 □本社・本社工場    長崎県壱岐市郷ノ浦町片原触１５５１番地 

                  ＴＥＬ ０９２０（４７）０２３９ 

                  ＦＡＸ ０９２０（４７）４６４８ 
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福
岡
壱
岐
の
会
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
平
素
よ
り
格

段
の
お
引
き
立
て
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
般
社
団
法
人
壱
岐
市
ふ
る
さ
と
商
社

は
、
壱
岐
の
地
に
眠
っ
て
い
る
美
味
し
い
食

材
を
、
広
く
宣
伝
・
営
業
す
る
こ
と
に
よ
り

ま
し
て
販
路
拡
大
を
行
い
、
壱
岐
の
活
性
化

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
昨
年
8
月

に
設
立
い
た
し
ま
し
た
。
壱
岐
は
本
当
に
美

食
の
島
で
す
。
何
気
に
小
さ
い
頃
か
ら
食
べ

て
い
た
食
材
一
つ
一
つ
が
本
当
に
美
味
し

い
。
し
か
し
そ
ん
な
食
材
が
広
く
世
に
知
ら

れ
て
い
る
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
島
に
眠
る
美
味
し
い
食
材
を
広

く
世
に
宣
伝
す
る
こ
と
が
本
商
社
の
役
割
で

す
。

　

こ
の
よ
う
に
地
域
の
食
材
を
扱
う
商
社
の

取
り
組
み
は
「
地
域
商
社
事
業
」
と
呼
ば
れ

ま
す
が
、
他
の
自
治
体
に
比
べ
て
壱
岐
市
は

基
礎
と
な
る
組
織
（
物
産
協
会
等
）
が
元
々

な
く
、
全
く
０
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

組
織
を
設
立
し
、
生
産
者
を
訪
問
し
、
販
売

先
の
開
拓
を
開
始
。
そ
し
て
昨
年
10
月
に
は

営
業
力
強
化
の
た
め
福
岡
事
務
所
に
職
員
を

配
置
し
、
日
々
営
業
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
平
成
23
年

に
福
岡
事
務
所
を
開
設
し
て
以
来
4
年
間
福

岡
で
お
世
話
に
な
り
、
2
年
半
ぶ
り
に
ま
た

壱
岐
の
「
食
」
を
宣
伝
し
ま
す
！

一
般
社
団
法
人
壱
岐
市
ふ
る
さ
と
商
社
局
長　

出
口
威
智
郎

福
岡
の
地
で
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
は
様
々
な
営
業
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト

に
出
店
し
た
時
の
こ
と
で
す
。
壱
岐
牛
を
串

焼
き
で
販
売
し
て
壱
岐
牛
の
PR
を
行
っ
た
の

で
す
が
、
こ
れ
が
大
好
評
。「
め
ち
ゃ
く
ち

ゃ
美
味
し
い
！
」「
こ
ん
な
に
美
味
し
い
お

肉
初
め
て
食
べ
た
」
等
々
、
嬉
し
い
声
が
多

数
。
用
意
し
て
い
た
食
材
は
閉
店
を
待
た
ず

に
完
売
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
た
く
さ
ん
お

買
い
上
げ
い
た
だ
い
た
女
性
の
お
客
様
が
帰

り
際
に
「
実
は
私
、
壱
岐
出
身
」。
え
っ
！

そ
の
他
に
も
「
壱
岐
に
は
仕
事
で
行
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
懐
か
し
い
」「
今
年
の
夏

は
絶
対
壱
岐
に
行
き
た
い
！
宣
伝
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
！
」。
大
都
会
・
東
京
の
ど
真
ん

中
で
自
慢
の
食
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
、

お
客
様
の
満
面
の
笑
み
に
出
会
い
、
お
褒
め

の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
そ
し
て
励
ま
し
の
言

葉
を
も
ら
い
、
本
当
に
誇
ら
し
い
気
分
に
な

り
ま
す
。

　

壱
岐
は
美
食
の
島
。
食
を
通
し
て
壱
岐
を

も
っ
と
PR
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

　

本
年
３
月
に
は
全
国
ど
こ
に
い
て
も
壱
岐

の
商
品
を
購
入
で
き
る
通
販
サ
イ
ト
「
壱
岐

な
お
取
り
寄
せ
」
も
開
設
し
、
随
時
商
品
も

拡
充
さ
せ
て
い
ま
す
。
壱
岐
市
ふ
る
さ
と
商

社
は
壱
岐
の
食
を
宣
伝
す
る
こ
と
に
よ
り
ま

し
て
壱
岐
市
の
振
興
に
寄
与
で
き
る
よ
う
全

力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

福
岡
壱
岐
の
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
本
商
社
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
、
ご

支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
頑
張
り
ま
す
！

福岡銀行本店でのイベント

東京での PR活動

Panasonic・三菱電機・大光電機（ＬＥＤ）商品
壱岐産品と健康補助食品の販売

株式会社ウノキ
代表取締役　宇野木　茂

〒819-0031 福岡市西区橋本 2-16-9
電話 050-1459-3948　FAX 092-836-6011
携帯 080-3952-2200
E-mail  unoki@aimart.co.jp
URL http://www.aimart.co.jp
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本
日
の
「
福
岡
壱

岐
の
会
」
の
開
催
を

心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、

本
校
の
教
育
活
動
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
支

援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
壱
岐
高
校
の
近

況
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

【
概
況
】
今
年
３
月
末
の
学
級
数
は
１
学
年

６
学
級
で
、
全
校
生
徒
数
は
４
８
３
名
で

す
。
こ
の
春
の
入
学
予
定
者
１
６
７
名
の
う

ち
、
東
ア
ジ
ア
歴
史
・
中
国
語
コ
ー
ス
は
26

名
で
（
島
外
13
名
（
福
岡
県
５
名
））、
史
上

初
め
て
定
員
を
超
え
ま
し
た
。

　

生
徒
は
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
で
勉

強
に
も
部
活
動
に
も
一
生
懸
命
打
ち
込
ん
で

お
り
、
熱
心
な
先
生
方
の
指
導
の
も
と
、
ぐ

ん
ぐ
ん
と
成
長
し
て
い
ま
す
。

【
進
路
実
績
（
３
月
10
日
時
点
）】
こ
の
３
月

の
卒
業
生
は
１
５
５
名
で
し
た
。
こ
の
う
ち

国
公
立
大
学
合
格
者
は
九
州
大
学
や
福
岡
教

育
大
学
な
ど
50
名
、
私
立
大
学
合
格
者
は
福

岡
大
学
や
西
南
学
院
大
学
な
ど
約
50
名
と
な

っ
て
い
ま
す
。
福
岡
市
や
そ
の
周
辺
に
進
学

す
る
生
徒
が
多
い
の
で
、
お
見
か
け
に
な
り

ま
し
た
ら
激
励
等
お
願
い
し
ま
す
。　

　

就
職
は
、
一
般
就
職
が
９
名
（
九
州
電
力

や
西
鉄
ホ
テ
ル
等
の
福
岡
市
内
３
名
、
壱
岐

市
内
４
名
）
と
な
り
ま
し
た
。
公
務
員
は
、

壱
岐
市
役
所
や
福
岡
国
税
局
、
自
衛
隊
な
ど

に
７
名
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
な
お
、
壱
岐

市
内
に
９
名
が
残
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
部
活
動
等
】
昨
年
の
高
校
総
体
等
で
は
、

各
運
動
部
と
も
善
戦
し
ま
し
た
。
陸
上
の
個

人
で
男
女
１
名
ず
つ
が
北
部
九
州
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に
出
場
し
ま
し
た
。
野
球
部
は
春
の
大

会
で
県
ベ
ス
ト
８
、
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

が
秋
の
新
人
戦
で
団
体
３
位
に
な
る
な
ど
、

よ
く
検
討
し
ま
し
た
。

　

文
化
部
で
は
、
放
送
部
と
弁
論
部
が
全
国

総
合
文
化
祭
（
東
北
）
に
出
場
、
書
道
部
、

英
語
部
、
放
送
部
が
九
州
大
会
に
出
場
、
郷

土
研
究
部
が
全
国
大
会
で
入
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
ア
ジ
ア
歴
史
・
中
国
語
コ
ー
ス

の
中
国
語
専
攻
の
生
徒
が
各
種
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
で
全
国
１
位
や
入
賞
、
県
大
会
で

の
優
勝
や
入
賞
を
重
ね
、
歴
史
専
攻
の
生
徒

も
全
国
大
会
で
入
賞
し
て
お
り
ま
す
。
限
ら

れ
た
紙
面
で
は
紹
介
で
き
な
い
程
で
す
。

【
懸
念
材
料
】
本
校
は
今
年
４
月
か
ら
、
募

集
定
員
が
40
名
減
り
、
１
学
年
１
６
０
名
に

な
り
ま
し
た
。
島
外
の
高
校
を
選
ぶ
中
学
生

も
増
加
傾
向
で
、
学
校
の
活
動
は
順
調
な
の

で
す
が
、
定
員
割
れ
の
状
態
が
続
い
て
お

り
、「
天
気
晴
朗
な
れ
ど
も
波
高
し
」
と
い

う
状
況
で
す
。

　

し
か
し
壱
岐
市
役
所
等
の
ご
協
力
の
お
か

げ
で
、
市
外
か
ら
や
っ
て
き
た
、
13
名
の
離

島
留
学
生
が
、
壱
岐
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
大
変
い
い
制
度
で
す
の
で
、
皆
様

の
周
り
に
中
学
３
年
生
が
お
り
ま
し
た
ら
、

「
壱
岐
高
校
・
離
島
留
学
」
を
薦
め
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
昨
年
度
は
関
係
各
方
面
か
ら
学
校

に
対
し
て
、
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

紙
面
を
お
借
り
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

【
結
び
】
最
後
に
、
本
日
の
盛
会
を
お
祈
り

し
ま
す
。
帰
省
の
際
は
、
学
校
に
お
寄
り
い

た
だ
き
、
生
徒
の
様
子
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

　

な
お
、
来
年
十
一
月
二
日
（
土
）
に
「
創

立
百
十
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
」
を
、
開

催
す
る
予
定
で
す
。
皆
様
多
数
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

天
気
晴
朗
な
れ
ど
も
波
高
し
！

長
崎
県
立
壱
岐
高
等
学
校 

前
校
長　

山
口
千
樹

同
窓
会
入
会
式　

Ｈ
30
・
2
・
28

長崎県立壱岐高等学校同窓会

会 長

校 長

江 田 　 和 夫
平山　啓一

電話　事務室 （0920）47-0082（FAX兼用）
　　　職員室 （0920）47-0081
ホームページ　http://www2.news.ed.jp/section/iki-h/

平成 31年 11 月 2日（土）
創立 110 周年記念式典及び祝賀会開催とき/平成 30年 7月 1 日（日）

受付 :11 時 30分　開会 :12 時

会場/ホテルレオパレス博多
福岡市博多区博多駅東 2-5-33
TEL 092-482-1212

会費/男女とも 5,000円
但し、平成20年３月以降卒業の方は3,000円

壱岐商業高等学校同窓会福岡支部
第54回 定期総会のご案内

年会費2,000円
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福
岡
壱
岐
の
会
総
会

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
る

こ
と
は
、
ふ
る
さ
と
壱

岐
に
と
っ
て
大
き
な
心

の
支
え
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
最
近
は
、
卒

業
生
の
６
割
が
福
岡
に
進
学
や
就
職
を
し
て

お
り
ま
す
。
福
岡
壱
岐
の
会
の
新
し
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

さ
て
壱
岐
の
子
供
達
は
、
様
々
な
地
域
行
事

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
な
が
ら
成
長
し
て

い
ま
す
。
平
成
29
年
度
に
壱
岐
商
業
高
校
生
が

参
加
し
た
島
内
で
の
地
域
行
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
講
座
等
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

○
障
害
者
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

○
日
本
の
宝
「
し
ま
」
交
流
支
援
事
業
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
○
壱
岐
中
体
連
陸
上
競
技
大
会
補

助
員
○
壱
岐
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
○
霞
翠
小
学
校
ど
ん
ぐ
り
隊
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
○
勝
本
朝
市
ま
つ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
○
こ
ど
も
の
日
演
奏
In
壱
岐
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
○
郷
ノ
浦
八
日
市
イ
ベ
ン
ト
○
イ
ル

カ
パ
ー
ク
の
イ
ル
カ
の
名
前
審
査
員
○
JA
フ

ェ
ス
タ
で
の
野
菜
販
売
○
壱
岐
介
護
フ
ェ
ス

２
０
１
７
○
壱
岐
な
未
来
創
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
○
夕
焼
け
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
猿
岩
○
結

い
の
会
主
催
イ
ベ
ン
ト
○
壱
岐
山
笠
祭
り
○

国
分
天
満
宮
奉
納
相
撲
大
会
○
観
光
地
ク
リ

ー
ン
作
戦
○
一
支
國
博
物
館
展
示
会
の
案
内

○
ウ
ィ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
○
壱
岐
新
春
マ

ラ
ソ
ン
大
会
○
勝
本
町
内
駅
伝
大
会
○
壱
岐

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
50
周
年
記
念
式
典
弁
当

メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
○
ふ
る
さ
と
商
人
体
験
学

習
（
1
年
生
全
員
が
島
内
の
企
業
約
50
事

業
所
で
５
日
間
研
修
）
○
島
内
企
業
説
明

会
（
１
・
２
年
生
全
員
、
島
内
事
業
所
20
社

以
上
）
○
壱
岐
圏
域
介
護
人
材
育
成
確
保
対

策
地
域
連
絡
協
議
会
主
催
「
映
画
」
上
映
会

○
各
種
関
係
機
関
に
よ
る
講
座
（
壱
岐
保
健

所
、
壱
岐
警
察
署
、
壱
岐
市
商
工
会
、
壱
岐

市
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
壱
岐
汽
船
海
運
組
合
、

壱
岐
市
農
業
協
同
組
合
、
…
）

　

こ
の
よ
う
に
生
徒
達
は
部
活
動
や
学
校
行

事
を
は
じ
め
、
様
々
な
地
域
行
事
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
、
地
域
貢
献
を
し

な
が
ら
生
徒

自
身
が
大

き
く
成
長
さ

せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま

す
。

　

壱
岐
商
業

高
校
も
平
成

31
年
度
に
は

創
立
70
周
年

を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
ま

し
た
。
70
周

年
に
向
け
現

在
の
社
会
状

況
や
壱
岐
商
業
高
校
の
現
況
を
勘
案
し
、
学

校
経
営
方
針
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
本
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
第
4
次
産
業
革
命
と
言
わ
れ
る

Ａ
Ｉ
の
時
代
に
、
壱
岐
の
宝
・
日
本
の
宝
で

あ
る
生
徒
達
が
、
自
分
や
家
族
、
地
域
を
幸

せ
に
す
る
た
め
に
働

く
人
材
と
な
る
よ
う

今
後
も
地
域
の
協
力

を
得
な
が
ら
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

　

結
び
に
、
福
岡
壱

岐
の
会
の
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
活
躍
を
祈

念
す
る
と
共
に
、
壱

岐
商
業
高
校
へ
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

壱
岐
の
宝
・
日
本
の
宝
を
壱
岐
で
育
て
る

長
崎
県
立
壱
岐
商
業
高
等
学
校 

前
校
長　

大
坂
良
一

体
育
祭
の
全
校
写
真

壱
州
荒
海
太
鼓
部
の
演
奏

ウィンターコンサート集合写真
（壱岐商文化部生徒と霞翠小 6年生）

壱岐⇔博多　対馬⇔博多　貨物・旅客・車両
福岡市営渡船客船サービス・引越サービス・福岡市営渡船客サービス

博多海陸運送株式会社
〒812-0021　福岡市博多区築港本町 13 番 3 号
TEL 092（281）6636（代）　FAX 092（281）6690
http://www.hakatakairiku.jp

対馬支店　　　〒817-0016　長崎県対馬市厳原町東里 341-42
　　　　　　　TEL 0920-52-0793　FAX 0920-52-5006
比田勝営業所　〒817-1704　長崎県対馬市上対馬町網代 549-5
　　　　　　　TEL 0920-86-2440　FAX 0920-86-4260
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壱
岐
市
の
皆
様
に

は
、
日
頃
か
ら
壱
岐

市
C
A
T
V
を
は
じ

め
、
光
高
速
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
、
FM
放
送
、
光
IP
電
話
を
ご
利
用

頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

壱
岐
市
C
A
T
V
は
本
年
４
月
で
、
開
局

よ
り
７
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
、
多
く
の
お
客
様
に
ご
加
入
、

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
お
陰
と
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
第
２
回
壱
岐
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ

ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
壱
岐
の
最
高
の
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
観
光
名
所
を
駆
け
抜
け
る
こ

の
レ
ー
ス
の
模
様
を
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
共

に
ス
タ
ー
ト
前
か
ら
ゴ
ー
ル
ま
で
、
生
放
送

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
事
前
に
は
、
大
会
参
加

者
の
皆
様
に
向
け
、
全
コ
ー
ス
を
車
載
カ
メ

ラ
で
録
画
し
た
コ
ー
ス
案
内
を
放
映
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
既
に
第
３
回
の
開
催
が

決
定
さ
れ
て
お
り
早
く
も
壱
岐
の
名
物
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
壱
岐
市
の
魅
力
の

数
々
を
、
内
外
に
向
け
引
き
続
き
発
信
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
観
光
庁
が
発
足
し
て
今
年
で
10

年
、
昨
年
は
観
光
立
国
基
本
法
の
改
定
案
が

閣
議
決
定
さ
れ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
い
う
言

葉
も
市
民
権
を
得
て
ま
い
り
ま
い
り
ま
し

た
。
長
崎
県
に
お
い
て
は
、
今
年
２
月
か

ら
、
国
境
離
島
交
付
金
を
利
用
し
た
「
長
崎

壱
岐
市
の
一
員
と
し
て
愛
さ
れ
る
会
社
へ

壱
岐
ビ
ジ
ョ
ン
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

三
須 

久

ブ
ル
ー
ア
イ
ラ
ン
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始

動
し
、
壱
岐
市
の
魅
力
を
国
内
外
に
向
け
て

大
々
的
に
発
信
し
、
観
光
客
の
増
加
に
向
け

た
気
運
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
動
き
に
先
駆
け
、私
た
ち
は「
島

ご
と
W
i-

F
i
宣
言
！
」
と
い
う
壮
大
な

考
え
に
基
づ
い
て
、
F
O
N
ル
ー
タ
ー
の

設
置
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年

も
引
き
続
き
関
係
自
治
体
の
ご
協
力
の
も

と
、
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
壱
岐
市
民
の
皆
様
の
移
動
時
の
利

便
性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
今
後
増
加
し
て

い
く
で
あ
ろ
う
島
外
か
ら
の
来
訪
者
、
特
に

観
光
地
に
お
け
る
W
i-

F
i
環
境
は
必
須

と
考
え
る
外
国
人
観
光
客
の
利
便
性
向
上
に

よ
り
、
島
全
体
の
情
報
発
信
力
を
高
め
、
地

方
創
世
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
皆
様
、
是
非
こ
の
壱
岐
の
島
全
体
の

取
り
組
み
と
し
て
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

壱
岐
市
の
更
な
る
活
性
化
と
情
報
発
信
を

担
う
立
場
と
し
て
、
福
岡
壱
岐
の
会
の
皆
様

と
の
交
流
を
ま
す
ま
す
深
め
、
壱
岐
市
の
企

業
と
し
て
皆
様
に
愛
さ
れ
る
会
社
、
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
け
る
会
社
を
目
指
し
、
更
に

努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

壱
岐
市
の
皆
様
、
福
岡
壱
岐
の
会
の
皆

様
、
こ
れ
か
ら
も
壱
岐
ビ
ジ
ョ
ン
に
対
し
、

な
お
一
層
の
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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ベ
イ
サ
イ
ド
の
イ
ベ
ン
ト
を
ご
案
内

　
　
　

(

株)

ベ
イ
サ
イ
ド
プ
レ
イ
ス
博
多

　
　
　
　
　
　
　

代
表
取
締
役
社
長 

檜
垣
博
紀

　

日
頃
よ
り
壱
岐
の
皆
様
方
に

は
、
ベ
イ
サ
イ
ド
プ
レ
イ
ス
博
多

を
ご
愛
顧
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
３
月
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

て
9
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

お
か
げ
様
で
市
内
か
ら
の
お
客

様
ば
か
り
で
な
く
、
壱
岐
の
皆
様

を
は
じ
め
観
光
の
お
客
さ
ま
も
増

え
、
年
間
2
百
20
万
人
を
超
え
る

皆
様
に
ベ
イ
サ
イ
ド
で
の
ひ
と
時

を
過
ご
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
季
節
毎
に
次
々
と

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
開
催
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
皆
様
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

そ
こ
で
今
回
は
ベ
イ
サ
イ
ド
プ

レ
イ
ス
博
多
で
開
催
の
主
な
イ
ベ

ン
ト
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

①
【
世
界
の
ビ
ー
ル
de
ド
ン
タ
ー
ク
】

③
【
盆
踊
り
大
会
＆
花
火
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
】

④
【
ア
ジ
ア
ン
カ
レ
ー
ピ
ク
ニ
ッ
ク
】

②
【
ガ
ー
デ
ン
＆
パ
ン
パ
ン
ピ
ク
ニ
ッ
ク
】

福
岡
市
民
の
祭
り
「
博
多
ど
ん
た
く
港
ま
つ
り
」

に
あ
わ
せ
て
開
催
。
世
界
中
か
ら
選
り
す
ぐ
っ
た

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
片
手
に
、
美
味
し
い
世
界
の

フ
ー
ド
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※
平
成
30
年
4
月
28
日
～
5
月
6
日
開
催
予
定

福
岡
県
内
の
人
気
ベ
ー
カ
リ
ー
が
大
集
結
！
行
列
の

で
き
る
大
人
気
の
パ
ン
の
お
祭
り
が
、
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
と
コ
ラ
ボ
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

※
平
成
30
年
6
月
9
・
10
日
開
催
予
定

海
に
面
し
た
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
で
、
み
ん
な
輪
に

な
っ
て
盆
踊
り
を
踊
っ
た
り
、
た
く
さ
ん
の
出
店
を

食
べ
歩
い
た
り
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
め
る
夏
祭
り

で
す
。
盆
踊
り
を
楽
し
ん
だ
後
に
は
、
博
多
湾
の
夜

空
に
、
レ
ー
ザ
ー
と
音
楽
が
融
合
し
た
花
火
が
色
鮮

や
か
に
舞
い
上
が
り
ま
す
。

※
平
成
30
年
8
月
25
日
開
催
予
定

食
欲
の
秋
に
開
催
「
カ
レ
ー
の
祭
典
　
ア
ジ
ア
ン
カ

レ
ー
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」。
福
岡
各
地
の
名
店
が
今
年
も

ベ
イ
サ
イ
ド
に
集
結
。
カ
レ
ー
の
食
べ
比
べ
が
お
す

す
め
！

※
平
成
30
年
9
月
15
～
17
日
開
催
予
定

チ
ラ
シ
は
昨
年
の
も
の
で
す
。

【
海
辺
の
映
画
館　

ベ
イ
サ
イ
ド
シ
ア
タ
ー
】

【
魚
宴
～
さ
か
な
ま
つ
り
～
】

【
灯
明
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
】

【
か
き
小
屋
in
ベ
イ
サ
イ
ド
】

【
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
】

【
肉
博
～
に
く
パ
ク
～
】　

【
さ
く
ら
ウ
ォ
ー
ク
f
r
o
m
ベ
イ
サ
イ
ド
】

e
t
c
…

一
年
を
通
じ
て
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
催
し
を

多
数
開
催
し
て
い
ま
す
。

壱
岐
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

※
画
像
は
イ
メ
ー
ジ
で
す

チ
ラ
シ
は
昨
年
の
も
の
で
す
。
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は
じ
ま
り
の
壱
岐

西
日
本
新
聞
社
取
締
役
会
長 

川
崎
隆
夫

　

壱
岐
に
は
い
く
つ

か
の
「
は
じ
ま
り
」

が
あ
る
こ
と
を
遅
れ

ば
せ
な
が
ら
知
り
ま

し
た
。

　

ま
ず
は
芦
辺
町
の
月
読
神
社
で
し
ょ
う
。

国
生
み
の
神
、
伊
邪
那
岐
（
イ
ザ
ナ
ギ
）
が

高
天
原
か
ら
戻
っ
て
禊
（
み
そ
ぎ
）
を
し
た

と
き
に
右
目
か
ら
生
ま
れ
た
月
読
命
（
ツ
ク

ヨ
ム
ノ
ミ
コ
ト
）
を
祀
っ
て
い
る
神
社
で
す
。

姉
が
左
目
か
ら
生
ま
れ
た
天
照
大
神
（
ア
マ

テ
ラ
ス
）、
弟
が
鼻
か
ら
生
ま
れ
た
須
佐
之

男
（
ス
サ
ノ
オ
）
と
い
う
の
で
す
か
ら
、
と

て
も
高
貴
な
お
方
で
す
。
姉
は
そ
の
名
が
示

す
よ
う
に
太
陽
の
神
、
弟
の
月
読
は
お
月
様
、

つ
ま
り
夜
の
世
界
を
支
配
す
る
神
で
し
た
。

　

月
読
命
を
祀
る
神
社
は
全
国
で
も
80
社
ほ

ど
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
天
照
大
神
を
は
じ
め

八
百
万
（
や
お
よ
ろ
ず
）
の
神
を
祀
っ
た
神

社
は
数
万
、
数
十
万
社
も
あ
る
の
に
、
月
読

は
わ
ず
か
80
社
で
す
。
し
か
も
、
壱
岐
の
月

読
神
社
は
も
と
も
と
航
海
の
安
全
を
祈
る
神

社
で
し
た
が
、
朝
鮮
半
島
に
向
か
っ
た
大
和

の
豪
族
が
京
都
に
壱
岐
・
月
読
の
分
霊
を
祀

る
よ
う
に
託
宣
さ
れ
て
以
降
、
全
国
に
神
道

が
広
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
壱
岐
は
神

道
の
は
じ
ま
り
の
と
も
言
え
る
の
で
す
。

　

二
つ
目
の
は
じ
ま
り
は
「
春
一
番
」
で
す
。

立
春
か
ら
春
分
の
間
に
吹
く
南
寄
り
の
強
い

風
の
こ
と
で
す
。「
10
分
間
平
均
で
風
速
８

㍍
以
上
の
風
が
日
本
海
を
進
む
低
気
圧
に
向

か
っ
て
吹
き
込
む
現
象
で
、
前
日
に
比
べ
て

気
温
が
上
昇
す
る
」
と
い
う
定
義
に
基
づ
い

て
各
地
の
気
象
台
が
発
表
し
ま
す
。

　

問
題
は
「
春
一
番
」
と
い
う
表
現
を
誰
が

使
い
始
め
た
か
と
言
う
話
で
す
。
石
川
県
の

能
登
半
島
や
三
重
県
の
志
摩
な
ど
諸
説
あ
る

な
か
、
歴
史
的
な
事
実
が
明
ら
か
で
有
力
な

の
が
壱
岐
説
で
す
。
安
政
６
年
（
１
８
５
９

年
）
春
、
郷
ノ
浦
の
漁
師
の
船
が
強
風
で
転

覆
し
53
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
事
故

以
来
、
こ
の
季
節
の
突
風
を
地
元
で
は
「
春

一
番
」
と
恐
れ
て
安
全
祈
願
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
い
ま
す
。
安
政
６
年
と
言
え
ば
大

老
井
伊
直
弼
ら
に
よ
る
安
政
の
大
獄
の
年
。

維
新
前
夜
の
騒
然
と
し
た
中
で
、
壱
岐
で
は

海
難
事
故
に
多
く
の
人
が
涙
を
流
し
て
い
た

の
で
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
百
年
後
の
昭
和
34
年

（
１
９
５
９
年
）、
著
名
な
民
俗
学
者
・
宮
本

常
一
が
こ
の
話
を
聞
き
つ
け
、
俳
句
の
歳
時

記
に
乗
せ
た
こ
と
で
「
春
一
番
」
は
季
語
と

し
て
、
気
象
用
語
と
し
て
一
気
に
全
国
に
広

が
っ
た
の
で
し
た
。

　
「
は
じ
ま
り
の
壱
岐
」
は
ま
だ
ま
だ
た
く

さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
。
麦
焼
酎
も
そ
う
で
す

し
、
レ
オ
タ
ー
ド
の
海
女
も
そ
う
で
し
ょ

う
。
神
代
の
昔
か
ら
思
い
起
こ
せ
ば
い
く
つ

も
出
て
き
て
心
豊
か
に
な
れ
そ
う
で
す
。
一

緒
に
探
し
ま
し
ょ
う
。
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壱
岐
の
宝
の
原
石
を
磨
き
上
げ
、島
内
外
に
発
信
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

森
俊
介

　

福
岡
壱
岐
の
会
の

皆
様
、
は
じ
め
ま
し

て
。
壱
岐
し
ご
と
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

I
k
i

‒

B
i
z
（
イ
キ
ビ
ズ
）
セ
ン
タ

ー
長
の
森
俊
介
で
す
。
I
k
i

‒

B
i
z 

は
昨
年
8
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、
誰
で
も

無
料
で
相
談
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
機
関
で
、
静
岡
県
富
士
市
の

f

‒

B
i
z
（
エ
フ
ビ
ズ
）
を
参
考
に
し

た
、
中
小
企
業
の
産
業
支
援
を
す
る
○
○

B
i
z
（
現
在
全
国
に
16
箇
所
） 

の
一
つ

で
す
。

　

少
し
私
の
自
己
紹
介
を
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。
私
は
、
新
卒
で
株
式
会
社
リ
ク
ル
ー

ト
に
入
社
、
そ
の
後
留
学
や
日
本
一
周
を

経
て
、
起
業
し
、
渋
谷
に
「
森
の
図
書

室
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、

行
っ
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
、

当
時
の
日
本
記
録
と
な
る
支
援
者
数
を
達

成
。
ま
た
、
飲
食
店
や
ジ
ム
な
ど
の
事
業

の
立
ち
上
げ
も
行
い
ま
し
た
。
結
婚
し
、

子
育
て
を
す
る
に
は
ど
こ
が
い
い
だ
ろ
う

と
考
え
な
が
ら
旅
を
し
た
時
に
壱
岐
の
島

を
訪
れ
、
こ
こ
に
住
み
た
い
！
と
思
い
、

I
k
i

‒
B
i
z
の
セ
ン
タ
ー
長
に
応
募
、

3
9
1
人
の
中
の
１
人
に
選
ん
で
い
た
だ

き
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

I
k
i

‒

B
i
z
で
は
、
相
談
者
さ
ま

の
し
ご
と
の
悩
み
に
耳
を
傾
け
、
様
々
な

提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
半
年

で
、
相
談
件
数 

5
3
5
、
リ
ピ
ー
ト
率 

95
・
4
％ 

（
3
月
10
日
現
在
）
を
達
成
し
、

当
初
、
行
政
か
ら
与
え
ら
え
た
目
標
数
字

（
相
談
件
数
1
8
0
、
リ
ピ
ー
ト
率
30
％
）

を
大
き
く
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 　

現
在
、
壱
岐
島
内
の
全
事
業
者
数
の

約
10
％
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
相
談
に
来
て
く
だ
さ
る
方
の
多
く

が
素
晴
ら
し
い
素
材
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
た
だ
、
そ
の
商
品
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ

ン
ト
が
明
確
で
な
か
っ
た
り
、
デ
ザ
イ
ン

に
さ
ら
に
よ
く
な
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ

っ
た
り
、
PR
が
全
然
で
き
て
い
な
か
っ
た

り
、
な
ど
、
も
っ
た
い
な
い
と
思
う
こ
と

が
多
い
で
す
。
相
談
時
間
50
分
の
中
で
、

消
費
者
目
線
で
見
る
か
ら
こ
そ
お
伝
え
で

き
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
提
案
が
湧
き
上
が
り

ま
す
。
そ
の
一
つ
一
つ
を
一
緒
に
解
決
し

な
が
ら
、
新
製
品
や
新
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
ポ

ッ
プ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
PR
リ
リ
ー
ス
製

作
な
ど
を
I
k
i

‒

B
i
z
が
無
料
で
行

い
、
半
年
間
で
80
以
上
の
成
果
物
が
産
ま

れ
ま
し
た
。

　

I
k
i

‒
B
i
z 

が
携
わ
っ
た
企
画

の
中
で
、
島
外
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
、（
有
）
池
田
乳
業
の
「
寄
っ
て

見
（
ミ
）
ル
ク
」
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
が

あ
り
ま
す
。
壱
岐
に
い
る
ご
親
戚
に
乳

製
品
を
配
達
す
る
と
と
も
に
、
安
否
を

ご
連
絡
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。
壱

岐
の
お
父
様
お
母
様
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

や
、
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
に
ご
興
味
が
あ
る

方
は
是
非
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

0
9
2
0

‒

4
4

‒

6
1
2
3

　

今
後
も
壱
岐
の
中
小
事
業
主
の
皆
様

を
、
産
業
支
援
と
い
う
形
で
サ
ポ
ー
ト
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
壱
岐
の
島
の
発
展
に

貢
献
で
き
る

よ
う
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

福
岡
壱
岐
の

会
の
皆
様
に

お
き
ま
し
て

は
、
是
非
わ

れ
わ
れ
の
活

動
を
見
守
っ

て
い
た
だ
き
、

郷
里
壱
岐
へ

の
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

客室、和食・洋食レストラン、宴会場がございます。
憩いの場、集いの場、寛ぎの場としてご利用くださいませ。
〒812-0013　福岡県福岡市博多区博多駅東2-5-33
TEL　092-482-1212　FAX　092-482-1289

株式会社レオパレス21　代表取締役社長　深山　英世

壱
岐
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

Ｉ
ｋ
ｉ

－

Ｂ
ｉ
ｚ　

セ
ン
タ
ー
長
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福
岡
壱
岐
の
会
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す

ご
健
勝
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
私
共
の
同
窓
会
活
動
に
対
し

ま
し
て
、
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
本
の
景
気
は
、
好
業
績
や
人
手
不
足
を

背
景
に
、
定
年
延
長
そ
の
後
の
再
雇
用
の
検

討
や
賃
金
を
前
年
以
上
に
増
や
す
企
業
が
相

次
い
で
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
反
面
、
70
歳

以
上
の
中
小
企
業
経
営
者
の

中
に
は
、「
後
継
者
が
い
な
い
」

と
し
て
、
廃
業
を
決
め
た
方

も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

我
が
壱
岐
商
業
高
等
学
校

で
あ
り
ま
す
が
、
設
立
は
、

昭
和
24
年
（
１
９
４
９
年
）、

「
長
崎
県
立
壱
岐
高
等
学
校
勝

本
分
校
」
と
し
て
開
校
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
後
、
幾
度

か
学
校
名
を
改
称
し
、
昭
和

34
年
に
現
在
の
「
長
崎
県
立

壱
岐
商
業
高
等
学
校
」
に
校

名
が
変
更
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

設
置
学
科
も
時
に
応
じ
て
変

更
さ
れ
、
現
在
は
「
商
業
科
」

と
「
情
報
処
理
科
」
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
に
は
創
立
70

周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

卒
業
生
は
、
設
立
以
降

９
千
人
を
超
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
29
年
３
月
の
卒
業
生
は

95
名
の
う
ち
62
名
が
福
岡
県

内
に
就
職
・
進
学
し
て
お
り

福
岡
壱
岐
高
同
窓
会
へ
加
入
し
て
「
楽
し
く
、
に
ぎ
や
か
に
！
」

－

総
会
パ
ー
テ
ィ
ー
は
２
年
に
１
回
開
催

－

福
岡
壱
岐
高
同
窓
会
副
会
長　

榊
原　

浩

長崎県立壱岐商業高等学校同窓会について
壱岐商高同窓会福岡支部長　　石山敏郎

　

福
岡
壱
岐
高
同
窓
会
（
豊
島
令
隆
会
長
）

で
は
、
新
規
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

同
会
は
、
福
岡
県
在
住
の
壱
岐
高
卒
業
生

等
で
構
成
、
本
校
の
発
展
に
寄
与
し
会
員
相

互
の
連
携
・
親
睦
を
図
る
目
的
で
壱
岐
高
同

窓
会
福
岡
支
部
と
し
て
昭
和
45
年
発
足
、
長

い
歴
史
は
あ
る
も
の
の
本
校
の
周
年
行
事
に

合
わ
せ
た
支
援
事
業
や
親
睦
会
等
イ
ベ
ン

ト
を
単
発
的
不
定
期
に
開
催
し
た
経
緯

が
あ
り
、
壱
岐
関
連
団
体
の
総
本
山
で

活
況
を
呈
し
て
い
る
「
福
岡
壱
岐
の
会
」

の
陰
に
隠
れ
会
員
が
重
複
す
る
こ
と
等

も
あ
り
、
近
年
は
具
体
的
な
活
動
も
潜

在
化
、
独
自
色
が
な
か
っ
た
の
も
事
実

で
す
。

　

そ
こ
で
、
今
一
度
、
改
め
て
「
楽
し

く
、
に
ぎ
や
か
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
母

校
及
び
ふ
る
さ
と
壱
岐
の
発
展
に
寄
与

し
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
て
い
こ

う
と
平
成
23
年
に
復
刻
、
総
会
を
２
年

に
１
回
、
隔
年
は
役
員
と
学
年
世
話
人

と
の
合
同
「
拡
大
役
員
会
」
を
開
催
す

る
と
し
て
今
年
ま
で
総
会
４
回
、
拡
大

委
員
会
３
回
開
催
し
回
を
重
ね
る
た
び

に
参
加
者
も
増
え
、
今
や
定
番
と
な
っ

た
壱
岐
焼
酎
や
豆
腐
等
ふ
る
さ
と
の
味

も
堪
能
で
き
盛
り
上
が
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
、
壱
岐
高
校
に
ゆ
か
り
の
あ

る
多
く
の
方
の
参
加
を
得
て
、
更
に
盛

会
と
な
る
よ
う
企
画
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で

知
人
友
人
の
紹
介
を
含
め
加
入
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

飲
ん
で
、
食
べ
て
、
唄
っ
て
、
に
ぎ
や
か
に

～
意
気
（
軒
）
昴
（
い
き
こ
う
）

問
合
せ
：
事
務
局

（
榊
原
0
9
0

‒

8
2
2
0

‒
5
4
5
8
）

ま
す
。
単
純
に
計
算
し
ま
す
と
、
卒
業
生
の

65
％
が
福
岡
県
内
に
就
職
・
進
学
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
、
５
千
人
以
上
の
母
校
卒
業
生

が
福
岡
県
内
に
在
住
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　

同
窓
会
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
壱
岐
商

業
高
等
学
校
同
窓
会
本
部
の
第
59
回
定
期
総

会
が
本
年
２
月
３
日
（
土
）
に
壱
岐
市
芦
辺

町
の
か
ね
や
別
館
で
開
催
さ
れ
、
同
窓
会
福

岡
支
部
か
ら
も
３
名
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

20
代
、
30
代
の
若
い
会
員
の
参
加
が
目
立
ち

ま
し
た
。

　

壱
岐
商
高
同
窓
会
福
岡
支
部
は
、
昨
年
第

53
回
の
定
時
総
会
を
、
７
月
２
日
（
日
）
福

岡
市
博
多
区
の
ホ
テ
ル
レ
オ
パ
レ
ス
博
多
に

お
い
て
開
催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
壱
岐
か
ら

母
校
の
大
坂
校
長
先
生
を
は
じ
め
、
恩
師
、

来
賓
、
本
部
役
員
等
多
数
の
皆
様
の
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
福
岡
壱
岐
の
会
か
ら

は
、
川
﨑
会
長
に
御
臨
席
を
賜
り
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
年
の
第
54
回
支
部
総
会
に
つ
き
ま
し
て

は
、
日
時
は
、
例
年
通
り
７
月
の
第
一
日
曜

日
（
７
月
1
日
）
と
し
て
お
り
ま
す
。
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１
０
０
周
年
記
念
総
会
・
祝
賀
会
の
御
礼

東
京
壱
岐
雪
州
会　
　
　
　
　

会
長　

万
谷　

正

　

福
岡
壱
岐
の
会
会

員
の
皆
様
に
は
日

頃
よ
り
東
京
壱
岐
雪

州
会
の
活
動
に
ご
理

解
・
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
当
会
は
1
9
1
7
年
（
大
正
6

年
）
に
先
人
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
発
足
し
、

今
日
ま
で
諸
先
輩
方
の
ご
努
力
で
良
き
伝
統

と
歴
史
を
刻
ん
で
連
綿
と
続
い
て
ま
い
り
ま

し
た
。
昨
年
、
節
目
の
1
0
0
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
10
月
29
日
1
0
0
周
年
記
念

総
会
・
祝
賀
会
を
ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
東
京
で
開
催
致
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

台
風
の
影
響
で
悪
天
候
に
も
関
わ
ら
ず
、
長

崎
県
か
ら
は
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
中
村
法
道
長

崎
県
知
事
に
ご
出
席
頂
き
ま
し
た
。
壱
岐
か

ら
も
白
川
博
一
壱
岐
市
長
は
じ
め
行
政
・
教

育
・
各
種
団
体
と
皆
様
約
80
名
、
長
崎
県
人

会
・
県
下
各
故
郷
会
・
県
下
高
校
同
窓
会
・

東
海
壱
岐
の
会
及
び
各
地
区
壱
岐
の
会
そ
し

て
会
員
の
方
合
わ
せ
て
、
4
8
0
名
の
大

勢
の
方
に
ご
参
集
し
て
頂
き
、
記
念
す
べ
き

1
0
0
周
年
総
会
・
祝
賀
会
を
皆
様
と
共

に
、
こ
の
慶
事
を
共
有
で
き
た
事
を
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

1
0
0
周
年
記
念
総
会
・
祝
賀
会
の
舞

台
裏
を
少
し
述
べ
ま
す
。
1
0
0
周
年
記

念
総
会
・
祝
賀
会
に
先
立
ち
、
役
員
及
び
会

員
の
中
か
ら
20
名
か
ら
な
る
実
行
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
先
ず
最
初
に
手
掛
け
た
の
が
会

場
選
び
で
し
た
。
こ
こ
数
年
総
会
・
懇
親
会

の
ご
返
事
の
中
に
、
ご
高
齢
等
に
よ
り
や
む

な
く
欠
席
さ
れ
る
方
が
目
立
っ
て
ま
い
り

2
0
0
名
強
の
参
加
に
留
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
前
の
総
会
で
私
は
、
5
0
0
名
を
目

標
に
と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
確
実
性
か
ら
考

え
4
0
0
名
の
正
餐
ス
タ
イ
ル
で
設
定
し
、

企
画
・
進
行
に
つ
い
て
は
毎
月
1
回
の
意
見

交
換
会
を
お
こ
な
い
世
代
の
異
な
る
会
員
の

皆
様
や
、
故
郷
壱
岐
の
方
々
の
意
見
を
拝
聴

し
、
当
然
異
な
る
意
見
も
出
ま
し
た
が
同
じ

風
土
の
中
で
育
っ
た
と
い
う
共
通
点
で
１
つ

に
ま
と
ま
り
、
総
会
の
月
の
10
月
は
毎
週
月

曜
日
、
1
週
間
前
は
毎
日
、
弊
社
事
務
所
に

て
16
時
～
21
時
迄
の
準
備
に
取
り
掛
か
り
、

皆
さ
ん
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
頂
き
、
記
念

総
会
・
祝
賀
会
に
こ
ぎ
着
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
間
出
欠
葉
書
の
締
め
切
り
日

あ
た
り
か
ら
出
席
の
方
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て

会
場
テ
ー
ブ
ル
の
変
更
、
お
土
産
の
再
発

注
等
々
嬉
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
た
次
第
で
す
。

又
、
各
方
面
よ
り
多
大
ご
寄
付
や
お
土
産
品

等
々
頂
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
末
筆

に
な
り
ま
す
が
壱
岐
市
の
益
々
の
活
性
と
発

展
、
福
岡
壱
岐
の
会
の
繁
栄
並
び
に
会
員
及
び

ご
家
族
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

代表取締役　德田　泰寛

お部屋探しのことならアイネットへ！お部屋探しのことならアイネットへ！
HUMAN REAL ESTATE
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西  新 店：福岡市早良区西新4-9-37　　　    TEL 092-852-2310

株式会社アイネッ ト

福岡壱岐の会 元副会長兼事務局長
代表取締役
一級建築士

・古民家・空き家・ヘリテージマネージャー
・インスペクション

・Miyakonojyo
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北
海
道
と
国
東
の
粋
な
旅
（
い
き
な
た
び
）

北
海
道
ゆ
か
り
の
会　

幹
事
長　

福
田
昴
明
（
国
東
在
住
）

壱岐旅行記
　

平
成
29
年
6
月
10
日
～
11
日
、
一
泊
二
日

の
壱
岐
の
島
探
訪
の
旅
に
参
加
し
ま
し
た
。

一
行
は
福
岡
か
ら
15
人
、
大
分
県
国
東
か
ら

14
人
の
総
勢
29
人
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
構
成
が

実
に
面
白
い
。
福
岡
は
、
平
成
13
年
4
月
に

発
足
し
た
、
北
海
道
に
な
ん
ら
か
の
所
縁
の

あ
る
人
達
の
交
流
の
会
「
北
海
道
ゆ
か
り
の

会
」
に
所
属
す
る
メ
ン
バ
ー
で
す
。
一
方
国

東
は
九
州
の
一
番
東
端
に
位
置
す
る
地
域
に

住
む
人
々
で
す
。
10
日
の
10
時
30
分
発
高
速

船
「
ビ
ー
ナ
ス
1
1
3
便
」
に
乗
り
込
む

の
で
、
国
東
を
6
時
に
出
発
し
、
ソ
ニ
ッ
ク

で
博
多
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

福
岡
組
と
合
流
し
て
定
刻
に
ベ
イ
サ
イ
ド

プ
レ
イ
ス
を
出
発
、
一
時
間
で
壱
岐
の
島
芦

辺
港
に
到
着
。
観
光
協
会
の
出
迎
え
を
受
け

て
、
早
速
近
く
の
「
味
処
う
め
し
ま
」
で
壱

岐
牛
を
頬
張
っ
た
の
で
す
。
口
の
中
一
杯
に

広
が
る
味
と
香
り
、
そ
し
て
柔
ら
か
な
食
感

が
、
旅
の
期
待
感
を
一
層
膨
ら
ま
せ
ま
し

た
。

　

私
は
「
島
」
に
は
特
別
な
思
い
が
あ
る
の

で
す
。
海
に
浮
か
ぶ
島
影
を
遠
望
す
る
時
、

凛
と
し
た
そ
の
姿
は
孤
高
を
保
っ
て
い
て
、

神
々
し
く
見
え
る
の
で
す
。
島
の
歴
史
、
受

け
継
が
れ
た
文
化
、
風
習
、
生
活
様
式
、
食

べ
物
、
人
情
な
ど
に
触
れ
る
こ
と
が
と
て
も

楽
し
い
の
で
す
。

　

壱
岐
の
旅
の
話
は
、
5
年
ほ
ど
前
、
福
岡

で
開
催
し
た
「
北
海
道
ゆ
か
り
の
会
」
と
い

う
交
流
会
で
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。
会
の
中

心
メ
ン
バ
ー
の
一
人
は
幡
鉾
賢
輔
さ
ん
で

す
。
幡
鉾
さ
ん
は
壱
岐
の
島
の
ご
出
身
で
、

「
福
岡
壱
岐
の
会
」
の
会
長
を
永
年
務
め
て

い
る
方
で
す
。
幡
鉾
氏
の
郷
土
を
愛
す
る
熱

い
思
い
が
、
旅
行
を
実
現
さ
せ
た
の
で
す
。

「
北
海
道
ゆ
か
り
の
会
」
の
事
務
局
を
発
足

当
初
か
ら
務
め
て
き
た
私
は
出
身
地
が
国
東

な
の
で
、
親
交
の
あ
る
国
東
の
人
に
壱
岐
旅

行
を
お
誘
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
国
東
か
ら

14
人
が
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

壱
岐
市
観
光
連
盟
事
務
局
長
の
松
本
浩
志

氏
が
自
ら
企
画
な
さ
っ
た
今
回
の
観
光
コ
ー

ス
、
そ
し
て
壱
岐
の
島
で
ガ
イ
ド
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
と
評
さ
れ
る
女
性
の
ガ
イ
ド
、
こ
の
女

性
は
実
に
話
題
が
豊
富
で
、
機
転
の
利
い
た

話
し
ぶ
り
、
唄
が
う
ま
く
歴
史
に
関
す
る
造

詣
が
深
く
、
バ
ス
に
は
酔
わ
な
か
っ
た
け
れ

ど
ガ
イ
ド
さ
ん
の
話
に
酔
い
、
旅
の
一
行
は

す
っ
か
り
壱
岐
の
島
に
心
を
奪
わ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
玄
海
酒
造
で
壱
岐
焼
酎
を
味
わ

い
、
そ
の
ま
ろ
や
か
な
味
に
幾
度
も
喉
が
鳴

り
ま
し
た
。
や
や
長
め
に
滞
在
し
た
試
飲
、

皆
さ
ん
の
話
し
ぶ
り
に
は
酔
い
を
感
じ
た
も

の
の
、
一
行
の
足
取
り
は
ま
だ
確
か
で
し

た
。
夜
は
、旅
館
「
網
元
」
の
「
筒
城
の
間
」

で
た
っ
ぷ
り
と
懇
親
会
。
懇
親
会
会
場
ま
ず

目
が
吸
い
寄
せ
ら
れ
た
の
は
、
海
の
幸
が
ふ

ん
だ
ん
に
盛
ら
れ
船
盛
り
。
大
ぶ
り
の
鯛
や

ヒ
ラ
メ
に
ブ
リ
、
ア
ワ
ビ
、
イ
カ
や
ウ
ニ

等
々
、
今
と
な
っ
て
は
名
前
も
思
い
出
せ
な

い
。
白
川
市
長
様
と
玄
海
酒
造
様
か
ら
差
し

入
れ
て
い
た
だ
い
た
壱
岐
焼
酎
を
味
わ
い
な

が
ら
の
懇
親
会
は
延
々
と
続
い
た
の
で
す
。

参
加
者
の
交
流
は
深
ま
り
、
懇
親
は
最
高
潮

に
達
し
ま
し
た
が
、
壱
岐
焼
酎
の
心
地
よ
い

酔
い
で
、
は
っ
き
り
と
私
は
覚
え
て
い
な
い

の
で
す
。

　

翌
日
、
網
元
の
皆
さ
ん
総
出
の
御
見
送
り

を
い
た
だ
い
て
島
内
巡
り
へ
出
発
。
昼
食
は

勝
本
の
「
お
食
事
処
大
幸
」、
生
ウ
ニ
丼
と

名
物
の
壱
岐
豆
腐
、
豆
腐
の
角
に
頭
を
ぶ
つ

け
る
と
コ
ブ
が
で
き
る
と
い
わ
れ
る
固
い
豆

腐
の
味
は
至
っ
て
美
味
。

島
内
に
隈
な
く
走
る
整
備
の
行
き
届
い
た
道

路
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
、
観
光
連
盟
が
企

画
し
た
コ
ー
ス
を
極
め
て
円
滑
に
巡
り
ま
し

た
。

　

一
支
国
博
物
館
で
壱
岐
の
歴
史
を
知
り
、

松
永
安
左
エ
門
記
念
館
で
は
松
永
翁
が
戦
後

の
日
本
の
発
展
の
た
め
貢
献
さ
れ
た
事
績
を

学
び
ま
し
た
。

　

な
だ
ら
か
な
稜
線
に
か
た
ど
ら
れ
、
広
葉

樹
林
に
覆
わ
れ
た
島
は
見
る
か
ら
に
優
し
く

海
に
浮
か
ん
で
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
島
が

度
々
歴
史
に
翻
弄
さ
れ
た
と
い
う
史
実
を
、

私
は
島
に
滞
在
中
一
時
も
忘
れ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
幾
重
に
も
重
な
る
歴
史

の
層
に
封
じ
込
め
ら
れ
た
呻
き
の
声
が
、
大

地
か
ら
重
低
音
で
響
い
て
く
る
よ
う
に
思
え

て
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
11
日
の
夕
刻
博
多

港
で
福
岡
組
と
別
れ
、
国
東
組
は
午
後
7
時

20
分
博
多
発
の
ソ
ニ
ッ
ク
に
乗
り
込
み
帰
路

に
つ
き
、
家
に
着
い
た
の
は
午
後
10
時
半
頃

を
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

国
東
の
参
加
者
に
感
想
を
伺
い
ま
し
た
と

こ
ろ
、
皆
さ
ん
次
の
よ
う
に
言
い
ま
し
た
。

島
の
皆
さ
ん
は
優
し
い
、
地
元
の
人
の
出
迎

え
や
お
見
送
り
に
触
れ
て
旅
は
一
層
心
地
よ

い
、
市
長
さ
ん
や
観
光
連
盟
が
先
頭
に
立
っ

て
観
光
客
誘
致
に
尽
力
し
て
い
る
、
お
魚
が

美
味
し
い
、
壱
岐
牛
は
美
味
、
歴
史
を
大
切

に
受
け
継
い
で
い
る
、
3
6
0
度
の
展
望

に
気
持
ち
が
広
が
る
、
島
を
吹
く
風
は
柔

ら
か
い
、
ま
た
機
会
を
設
け
て
是
非
訪
れ
た

い
、
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

壱
岐
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！
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壱
岐
焼
酎
で

　
　

至
福
の
ひ
と
時

深
田
恒
夫

　

東
京
か
ら
福
岡
市
に
移
り
住
ん
で
10
年
に

な
る
。
現
役
時
代
は
転
勤
族
で
東
京
を
中
心

と
し
て
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
と
全
国

12
の
都
市
で
勤
務
し
生
活
し
て
き
た
。
こ
う

し
た
こ
と
が
あ
っ
て
各
地
自
慢
の
美
味
し
い

酒
に
巡
り
あ
う
こ
と
が
出
来
、
飲
み
助
の
私

に
と
っ
て
は
大
変
楽
し
く
嬉
し
い
時
代
を
過

ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
人
も
酒
も
出
あ

い
で
す
ね
。
こ
ん
な
酒
好
き
な
私
が
初
め
て

壱
岐
焼
酎
と
出
あ
い
、
飲
む
き
っ
か
け
と
な

っ
た
の
は
今
か
ら
３
年
前
の
10
月
、
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ム
の
仲
間
で
あ
る
村
川
登
さ
ん
に
誘
わ

れ
て
玄
海
酒
造
さ
ん
の
試
飲
会
に
参
加
し
た

時
で
し
た
。
会
場
で
は
色
々
な
銘
柄
の
焼
酎

が
あ
り
、
目
に
す
る
は
初
物
ば
か
り
で
、
こ

ん
な
に
あ
る
の
か
と
少
し
驚
い
た
次
第
で

す
。
そ
し
て
最
初
に
飲
ん
だ
の
は
「
松
永
安

左
エ
門
翁
」
で
ア
ル
コ
ー
ル
分
43
度
は
喉
ご

し
に
は
強
く
感
じ
ま
し
た
が
と
て
も
マ
イ
ル

ド
な
口
あ
た
り
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
い
ろ

い
ろ
な
銘
柄
の
焼
酎
を
い
た
だ
き
、
最
後
は

す
っ
き
り
、
爽
や
か
感
の
あ
る
「
壱
岐
グ
リ

ー
ン
」
で
締
め
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
会
場

で
初
め
て
壱
岐
が
麦
焼
酎
の
発
祥
の
地
だ
と

知
っ
た
こ
と
や
島
内
に
は
７
つ
の
醸
造
元
が

あ
る
な
ど
焼
酎
が
壱
岐
経
済
の
重
要
な
基
幹

産
業
で
あ
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
又
、

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
プ
ー
ル
で
の
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
で
会
釈
程
度
の
挨
拶
し
て
い
た
豊
島
令
隆

さ
ん
と
も
出
会
い
、
以
来
親
し
く
話
し
な
ど

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
こ
の
試
飲
会
以
来
、
晩
酌
は
も
っ
ぱ
ら

壱
岐
の
麦
焼
酎
で
至
福
の
ひ
と
時
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
こ
う
し
て
豊
島
さ
ん
や
村
川
さ

ん
と
の
ご
縁
が
あ
っ
て
７
月
１
日
に
「
壱
岐

焼
酎
で
乾
杯
」
の
イ
ベ
ン
ト
に
友
人
と
３
人

で
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
定
刻
10

分
前
で
し
た
が
会
場
に
入
り
、
受
付
を
済
ま

せ
る
と
若
い
男
性
ス
タ
ッ
フ
の
方
か
ら
早
々

と
ウ
エ
ル
カ
ム
ド
リ
ン
ク
と
し
て
焼
酎
を
い

た
た
た
き
飲
み
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
参
加

者
で
各
席
が
埋
ま
り
、
壱
岐
神
楽
や
抽
選
会

な
ど
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
、
壱
岐
焼
酎
と
郷

土
の
鍋
料
理
や
壱
岐
牛
な
ど
を
お
腹
い
っ

ぱ
い
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。、
会
場

も
熱
気
が
あ
っ
て
、
途
中
で
何
度
か
停
電
に

な
る
な
ど
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
が
と

て
も
楽
し
い
夏
の
夜
の
宴
で
し
た
。
今
回
の

焼
酎
は
初
め
て
飲
む
銘
柄
も
多
く
あ
り
ま
し

た
。
ど
う
か
次
回
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

の
で
誘
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
福
岡
壱
岐
の
会
の
益
々
の
ご
発
展

と
会
員
の
皆

さ
ん
の
ご
健

勝
、
ご
多
幸

を
祈
念
し
お

礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

　

尚
、
写
真

は
イ
ベ
ン

ト
当
日
に
仲

間
３
人
と
壱

岐
焼
酎
の
PR

用
に
撮
っ
た

ス
ナ
ッ
プ
で

す
。

長
崎
県
壱
岐
市
石
田
町
印
通
寺
浦
２
０
０
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
２
０
（
４
４
）
５
０
０
２

重
家
酒
造
株
式
会
社
（
焼
酎
）

長
崎
県
壱
岐
市
郷
ノ
浦
町
本
村
触
７
０
４
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
２
０
（
４
７
）
０
０
３
６

重
家
酒
造
株
式
会
社 
横
山
蔵
（
日
本
酒
）
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皆さん、福岡壱岐の会の諸活動に
つきましては種々お世話になり、
ありがとうございます。
平成２９年４月から副会長に就任
いたしました中田功と申します。
以前より、この会には毎回であり
ませんが、参加させていただいて
おりまして、一杯酌み交わしなが
らお互いの近況・情報交換の場と
しては、重要な役割を担っているものと考えます。
私自信は、福岡市役所を定年退職しまして、現在ももち
体育館に勤務しています。趣味は、若い時はいろいろし
ておりましたが、今は、週１回のソフトボールとゴルフ
に打ち込んでいます。特にゴルフについては、三度の飯
よりも好き？なくらい入れ込んでいますが、成績はいま
いちというところです。
福岡壱岐の会の活動を通じて、ふるさと壱岐の発展にも
寄与できますよう、微力ではありますが、皆様とともに
活動してまいりたいと思います、どうぞ、ご協力をよろ
しくお願いします。

監事を仰せつかっております下
條と申します。
平成２８年３月に福岡市役所を
退職し、公益社団法人福岡市老
人クラブ連合会の常務理事兼事
務局長を致しております。（昭
和４９年３月・壱岐商卒）
事務局長に就任して即、「壱岐
島荘」様に協力をお願いして、老人クラブ連合会の指
定旅館に登録いただきました。ありがとうございまし
た。
おかげさまで、老人クラブ会員の旅行先に「壱岐の島」
を推薦して、「うに丼」・「鮮魚」・「壱岐牛」・「焼酎」
を満喫していただいております。
６０歳から加入できる８００クラブ・３万７千人の老
人クラブのお世話係という役目を活用して、老人クラ
ブの皆さんに、どんどん壱岐の島を訪れていただくよ
うに微力ながら宣伝致しております。今後ともよろし
くお願いいたします。

昭和30年生まれ、箱崎・
瀬戸出身の木下勉と申
します。
壱岐高校では野球部の
一員として、県大会で
優勝できたことことが
最高の自慢です。
壱岐を出てからも、一
貫して野球・ソフトボー
ルを続けています。2 年前の還暦式に帰った
折には当時の部員と一緒に顧問の柳澤邦彦先
生に挨拶ができました。
現在、地域ではスポーツの素晴らしさを伝え
る意味で子ども育成会や体育協会・スポーツ
推進委員として恩返しをしています。

　この度，福岡壱岐の
会理事に就任しました。
　今までは，会員とし
て参加させていただい
ておりましたが，これ

からは福岡壱岐の会の運営に携わらさせていただくことになりました。
　私は高校卒業後，福岡市に就職し早32年。壱岐へは年5回程帰っています。
最近の壱岐は，全国放送の番組で取り上げられており，嬉しく思っています。壱岐は何といっても美しい
自然だと思っております。壱岐へ帰ると空気の味から違うなと感じています。壱岐出身の方々の結束力は
すごいと感じております。そのような故郷「壱岐」のために少しでお役に立てればと思っております。
　これから，福岡壱岐の会総会等で会員の皆様と気軽にお話ができればと思っておりますので，よろしく
お願いいたします。

はじめまして。昨年の定期
総会で理事を拝命しました
芦辺出身の篠﨑です。20
年程前からまた福岡で生活
することになり、福岡壱岐
の会の存在は知っていまし
たが、行事への参加までに
は至りませんでした。川﨑
会長とは幼稚園から高校まで一緒で何かお手
伝い出来ればと理事を引き受けました ( 半分
強制 )。福岡壱岐の会の発展に何ができるのか
解りませんが、出来ることをやっていきます。

下條正彦（監事）

中田功（副会長）

木下勉（理事）

立石勝也（理事）

篠崎惠彦（理事）

木下勉（理事）

福岡壱岐の会
新役員から一言
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『
壱
岐
焼
酎
』（
山
内
賢
明 

著
）

―
「
蔵
元
が
語
る
麦
焼
酎
文
化
私
論
」
―
を
読
む

久
家　

龍

壱岐の真実を
　　報道します。
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文
芸
に
限
ら
ず
、
ど

ん
な
本
に
も
そ
れ
な
り

の
味
わ
い
が
あ
る
も
の

だ
が
、
こ
の
本
の
味

わ
い
は
い
さ
さ
か
複
雑
で
あ
る
。
体
裁
は
焼

酎
文
化
論
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
だ
け
で
は

な
い
不
思
議
な
味
わ
い
を
醸
し
出
し
て
い
る

の
だ
。
読
ん
で
い
る
と
、
ふ
と
何
か
に
思
い

を
馳
せ
る
よ
う
な
感
慨 

― 

記
憶
の
物
語
の

中
に
い
る
よ
う
な
感
慨
に
陥
っ
て
し
ま
う
。

そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
こ
の
本
に
編
み
込
ま
れ

た
著
者
の
思
い
の
せ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
思
い

に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し
て
、
ま
ず
は
主

題
で
あ
る
焼
酎
文
化
論
に
少
し
触
れ
て
お
こ

う
。

　

こ
の
本
は
、
蔵
元
で
も
あ
る
著
者
が
、
史

実
や
知
見
、
定
説
や
推
論
を
も
と
に
、
焼
酎

文
化
を
語
る
ス
タ
イ
ル
で
綴
ら
れ
て
い
る
。

内
容
を
か
い
つ
ま
ん
で
言
え
ば
、
酒
の
起
源

や
歴
史
、
風
土
と
の
関
係
、
麦
焼
酎
を
育
む

壱
岐
の
暮
ら
し
や
文
化
、
蔵
元
や
携
わ
っ
て
き

た
人
た
ち
の
労
苦
、
焼
酎
造
り
の
技
術
や
道
具

の
来
歴
な
ど
、
壱
岐
焼
酎
に
ま
つ
わ
る
興
味
深

い
話
が
満
載
で
あ
る
。
旨
み
た
っ
ぷ
り
、
濃
密

な
味
わ
い
で
、
極
め
て
上
質
の
焼
酎
文
化
論
と

い
え
よ
う
。

　

さ
て
、
あ
ら
た
め
て
著
者
の
思
い
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。
著
者
は
本
の
後
書
き
で
、
壱

岐
焼
酎
ど
こ
ろ
か
「
壱
岐
の
島
そ
の
も
の
が
知

ら
れ
て
い
な
い
事
実
」
に
直
面
し
た
と
述
べ
て

お
ら
れ
る
。
も
う
三
十
年
以
上
も
前
の
話
だ
が
、

島
も
、
島
の
麦
焼
酎
も
ま
だ
知
名
度
が
低
く
、

著
者
は
口
惜
し
い
思
い
を
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。

以
来
、
著
者
の
猛
勉
強
が
始
ま
り
、
後
に
こ
の

本
が
編
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。
著
者
は
知
っ
て

欲
し
い
の
で
あ
る
、
壱
岐
と
壱
岐
焼
酎
の
魅
力

を
。
そ
し
て
語
り
伝
え
よ
う
と
し
て
お
ら
れ
る

の
で
あ
る
、
愛
し
い
島
と
島
の
麦
焼
酎
を
。
そ

ん
な
思
い
に
満
ち
た
本
が
『
壱
岐
焼
酎
』
な
の

で
あ
れ
ば
、
こ
の
本
の
複
雑
な
味
わ
い
に
も
、

納
得
が
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
の
思
い
が
、先
人
、先
達
、

延
い
て
は
名
も
な
き
古
人
へ
向
け
ら
れ
る
感
謝

と
畏
敬
の
念
。
そ
う
し
た
思
い
を
紡
ぎ
な
が
ら
、

著
者
の
想
像
の
翼
は
時
空
を
行
き
来
す
る
。
あ

る
時
は
、
魏
志
倭
人
伝
の
世
界
へ
。
ま
た
あ
る

時
は
、
焼
酎
の
ル
ー
ツ
を
求
め
て
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
の
彼
方
へ
。
い
か
に
も
物
語
で
あ
る
。
こ
う

し
た
物
語
性
を
よ
り
高
め
て
い
る
の
が
著
者
の

語
り
口
。
声
高
で
は
な
く
淡
々
と
、
語
っ
て
聞

か
せ
る
よ
う
に
流
れ
て
実
に
心
地
よ
い
。
著
者

は
稀
代
の
ス
ト
ー
リ
ー
テ
ラ
ー
な
の
か
も
し
れ

な
い
。
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
こ
の
本
を
、
ス
ト

ー
リ
ー
に
書
き
起
こ
し
て
欲
し
い
と
願
い
つ
つ
、

筆
を
置
く
。『
壱
岐
焼
酎
』、
ま
ず
は
一
献
。

髙倉神社  代表役員  宮司    久間  武春（福岡壱岐の会第6代会長）

1800年の歴史を誇る髙倉神社は杜に包まれた中、堂々たる社殿をみせています。

〒811－4234　福岡県遠賀郡岡垣町髙倉1113

ちょっと落ち込んだとき
大きな杉の木、大きな楠木に会いに来ませんか。

Tel 093－282－6581　FAX 093－282－6744
　http://www.takakura－jinjya.com　メール  info@takakura－jinjya.com
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第
48
回
定
期
総
会
、
懇
親
会

忘
年
会
兼
懇
話
会

　

福
岡
壱
岐
の
会
は
、
６
月
18
日
平
成
29

年
度
第
48
回
定
期
総
会
・
懇
親
会
を
八
仙

閣
に
て
行
い
ま
し
た
。
約
２
０
０
名
の
参

加
で
、
壱
岐
か
ら
も
白
川
市
長
始
め
70
名

以
上
の
来
賓
の
方
々
に
出
席
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

総
会
は
牟
田
理
事
が
議
長
に
指
名
さ
れ

審
議
、
事
業
・
収
支
決
算
が
承
認
さ
れ
、

役
員
改
選
は
10
年
間
会
長
を
勤
め
ら
れ
た

幡
鉾
会
長
の
後
任
に
副
会
長
の
川
﨑
が
就

任
し
ま
し
た
。
懇
親
会
は
野
上
麗
さ
ん
の

司
会
で
、
来
賓
紹
介
、
来
賓
を
代
表
し
て

白
川
市
長
、
大
崎
振
興
局
長
、
福
岡
市
貞

苅
副
市
長
に
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
壱
岐
酒
造
関
係
者
に
よ
る
乾

杯
、
今
年
も
壱
岐
焼
酎
の
各
社
か
ら
沢
山

の
焼
酎
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
１
年

ぶ
り
の
再

会
で
壱
岐

の
話
題
が

盛
り
上
が

る
中
、
ア

ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
と
し

て
、
仲
宗

根
玄
忠
様

他
に
よ
る

沖
縄
民
謡
・

三
味
線
の

演
奏
、
対

馬
一
誠
さ

ん
の
歌
謡

シ
ョ
ー
、
壱
岐
焼
酎
を
景
品
と
し
た
抽
選

会
で
会
場
が
最
高
潮
に
達
し
た
と
こ
ろ
、

最
後
に
山
本
啓
介
長
崎
県
議
の
万
歳
三
唱

で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
来
賓
、
会
員
の
皆
様
に
出
席
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

懇
話
会

　

福
岡
壱
岐
の
会
は
、
９
月
７
日
に
懇
話
会

を
ホ
テ
ル
レ
オ
パ
レ
ス
博
多
で
開
催
し
ま
し

た
。
小
雨
の
中
50
名
以
上
の
方
々
に
参
加
し

て
も
ら
い
２
時
間
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま

し
た
。
今
年
度
副
会
長
に
な
っ
た
中
田
功
さ

ん
が
司
会
を
担
当
し
冒
頭
、
先
日
亡
く
な
ら

れ
た
元
会
計
担
当
の
今
西
さ
ん
に
皆
で
黙
祷

を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

　

川
﨑
新
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
10
年
連
続

で
会
長
を
勤
め
ら
れ
た
幡
鉾
前
会
長
よ
り
若
い

役
員
た
ち
に
引
き
継
い
だ
の
で
更
に
福
岡
壱
岐

の
会
を
発
展
さ
せ
て
ほ
し
い
と
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
森
田
理
事
手
作
り
の
ブ
リ
ザ
ー

ド
フ
ラ
ワ
ー

を
山
田
事
務

局
長
よ
り
幡

鉾
前
会
長
に

渡
し
ま
し
た
。

壱
岐
焼
酎
で

の
乾
杯
は
い

つ
も
の
よ
う

に
赤
木
さ
ん

で
す
。
壱
岐

豆
腐
も
取
り

寄
せ
て
皆
で

頂
き
ま
し
た
。

ま
た
今
日
は

白
川
市
長
の
奥
様
が
た
ま
た
ま
福
岡
に
来
ら
れ

て
い
た
の
で
懇
話
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
最
近
は
懇
話
会
な
ど
に
女
性
が
沢
山
参

加
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
少
し
ず
つ
雰
囲
気

が
変
わ
っ
て
来
て
い
ま
す
。
各
テ
ー
ブ
ル
話
は

つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
宴
の
締
め
は
い
つ
も
元

気
一
杯
の
元
衆
議
院
議
員
山
本
剛
正
さ
ん
に
し

て
頂
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

2
0
1
7
年
の
忘
年
会
兼
懇
話
会
を
11

月
21
日
レ
オ
パ
レ
ス
博
多
に
て
行
い
ま
し

た
。
冒
頭
司
会
の
中
田
副
会
長
か
ら
、「
先

日
亡
く
な
ら
れ
た
第
4
代
会
長
、
大
野

二
三
四
さ
ん
へ
の
黙
祷
を
し
ま
し
ょ
う
」
と

提
案
が
あ
り
、
全
員
で
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
川
﨑
会
長
か
ら
、「
今
年
は
温
暖
化
の
影

響
も
あ
り
北
部
九
州
は
豪
雨
で
大
き
な
被
害

が
で
た
。
ふ
る
さ
と
壱
岐
市
も
50
年
に
一
度

福
岡
壱
岐
の
会
第
49
回
総
会

祝長
崎
県
壱
岐
市
芦
辺
町
諸
吉
二
亦
触
一
六
六
四
│
一

　
　

株
式
会
社　

壱
岐
の
華

　
　
　
　

代
表
取
締
役　

長
田　

浩
義

　
　
　
　

福
岡
支
店
長　

長
田　

耕
三
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新
年
賀
詞
交
換
会

と
言
わ
れ
る
程
の
集
中
豪
雨
が
あ
っ
た
が
人

的
被
害
が
無
く
て
よ
か
っ
た
。
ま
た
国
境
離

島
新
法
で
の
船
賃
割
引
は
島
民
以
外
も
対
象

に
な
る
よ
う
白
川
市
長
が
働
き
か
け
て
い
る

の
で
期
待
し
て
い
る
」
な
ど
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
29
回
の
鎮
守
さ
ん
の
「
壱
岐

焼
酎
で
乾
杯
」
で
始
ま
り
、
い
つ
も
の
よ
う

に
最
初
に
壱
岐
豆
腐
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
食
事
と
お
話
し
に
時
間
が
た
っ
ぷ
り

あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
阿
部
福
岡
市
議
か

ら
、「
妻
は
芦
辺
町
出
身
だ
が
、
両
親
も
亡

く
な
り
兄
弟
も
島
を
出
た
の
で
、
壱
岐
に
行

く
機
会
が
減
っ
た
。
も
っ
と
壱
岐
に
行
っ
て

島
の
繁
栄
に
貢
献
し
た
い
」
と
の
挨
拶
で
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

福
岡
壱
岐
の
会
は
、
１
月
19
日
（
金
）
に

ホ
テ
ル
レ
オ
パ
レ
ス
博
多
で
平
成
30
年
新
年

賀
詞
交
歓
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当
日

は
、
白
川
市
長
は
じ
め
来
賓
61
名
と
会
員
含

め
１
３
３
名
の
参
加
で
し
た
。
川
﨑
会
長
か

ら
挨
拶
の
中
で
、
出
席
さ
れ
た
皆
様
へ
の
お

礼
と
昨
年
の
当
会
の
事
業
報
告
（
懇
話
会
、

忘
年
会
、ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
）
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
来
年
の
総
会
は
創
立
50
周
年
の
記
念

総
会
に
な
る
こ
と
か
ら
皆
様
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
い
た
だ
き
た
い
、
さ
ら
に
、
会
の
活

動
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し
て
い
る
の

で
是
非
見
て
ほ
し
い
な
ど
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
来
賓
を
代
表
し
て
白
川
市
長

か
ら
、
市
政
に
携
わ
り
10
年
目
で
あ
る
。
国

境
離
島
新
法
に
関
し
て
、
農
産
物
の
全
国
へ

の
流
通
コ
ス
ト
問
題
、
観
光
客
の
あ
と
１
泊

追
加
、
日
帰
り
を
宿
泊
へ
な
ど
の
取
り
組

み
、
人
口
減
少
問
題
な
ど
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
素
晴
ら
し
い
赤
木
富
廣
さ
ん

の
祝
吟
の
後
、
乾
杯
の
音
頭
は
、
山
内
賢
明

玄
海
酒
造
取
締
役
会
長
に
お
願
い
し
壱
岐
焼

酎
で
乾
杯
し
ま
し
た
。
今
年
も
壱
岐
の
酒
造

メ
ー
カ
ー
様
よ
り
壱
岐
の
焼
酎
を
沢
山
提
供

し
て
い
た
だ
き
、
壱
岐
の
焼
酎
と
壱
岐
豆
腐

な
ど
を
食
べ
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
宴
の
締
め
と
し
て
、
恒
例
と
な
っ

た
故
郷
の
歌
を
み
ん
な
で
合
唱
し
ま
し
た
。

約
２
時
間
半
に
及
ぶ
同
会
も
あ
っ
と
い
う
間

に
終
演
時
間
と
な
り
、
最
後
は
長
崎
県
議
の

山
本
啓
介
さ
ん
の
万
歳
三
唱
、
副
会
長
兼
事

務
局
長
の
山
田
由
美
子
さ
ん
の
閉
会
の
挨
拶

で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
ご
参
加

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

医療法人
救急指定 原三信病院

※日・祝祭日および8月15日・12月31日～1月3日はお休みです。但し、急患の患者さんは、
　救急外来にて診察いたします。また、12月30日は午前診療のみとなります。

総合診療科 循環器科 消化管内科 肝胆膵内科 
呼吸器科 糖尿病内科 外科 胸部外科
血液内科 腎臓内科 脳神経内科 整形外科 
脳神経外科 泌尿器科 婦人科
放射線科 麻酔科 病理診断科
睡眠呼吸障害センター 健康管理センター
歯科・口腔外科

博多港～原三信病院シャトルバス運行中！
※運行スケジュールは時期により変動します。詳細はホームページで確認ください

https://www.harasanshin.or.jp/panels/shuttlebus.html

原三信病院　シャトルバスについて 検索

お問い合わせ　info@harasanshin.or.jp            ホームページ　https://www.harasanshin.or.jp/
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平成 29 年度　事 業 報 告
※理事会　　　　　　　　　５回
※会長・副会長会議　　　　３回
※会報委員会　　　　　　　３回
※俳句の会　　　　　　　１２回
※第４８回定時総会　　　( ６月１８日　八仙閣　２２０名　)
※新年賀詞交歓会　　      (H30 年１月２９日 ホテルレオパレス博多１３０名 )
※ゴルフ会　　　　　　　　２回 ( ９月７日　壱岐カントリー倶楽部 )
　　　　　　　　　　　　　(H30 年３月１６日　伊都ゴルフクラブ )
※他地区総会参加　　(5/14 東海・6/25 関西・10/29 東京 )
※在福長崎県諸団体との交流会　( 県人会・対馬会・佐世保会・小値賀会・宇久の会 )
※福岡壱岐高同窓会総会　１０月１５日・壱岐商高同窓会福岡支部総会７月２日
※その他、壱岐市関係の諸行事への参加・応援等

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　

10
月
13
日
（
金
曜
）
壱
岐
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
に
お
い
て
、
福
岡
壱
岐
の
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ペ
は
毎
年
、
年
間

２
回
程
度
福
岡
で
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
今
回

は
ふ
る
さ
と
壱
岐
の
振
興
の
一
助
と
も
な
れ
ば

と
い
う
こ
と
で
、
壱
岐
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
参
加
者
は
21
人
で
壱
岐
組
が
10
人
、
福
岡

組
が
11
人
で
ほ
ぼ
半
々
で
し
た
。
川
﨑
会
長
の

あ
い
さ
つ
、
ル
ー
ル
説
明
、
全
員
で
の
記
念
撮

影
の
あ
と
、
生
憎
の
小
雨
降
り
し
き
る
中
で
の

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
１
組
目
が
５
ホ
ー

ル
目
を
終
え
た
頃
に
は
雨
も
上
が
っ
て
き
て
、

青
空
も
覗
く
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ハ
ー

フ
終
了
後
に
昼
食
を
は
さ
ん
で
後
半
が
ス
タ
ー

ト
。
曇
り
で
は
あ
る
が
、
雨
も
上
が
っ
て
お
り
、

少
し
涼
し
い
か
な
と
思
わ
れ
る
空
模
様
の
中
、

コ
ー
ス
に
慣
れ
て
な
い
せ
い
も
あ
っ
て
か
、
球

探
し
や
OB
、
池
ポ
チ
ャ
等
、
自
然
や
自
分
相
手

に
悪
戦
苦
闘
の
シ
ー
ン
も
見
ら
れ
た
中
、
無
事

に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

プ
レ
ー
終
了
後
に
表
彰
式
を
行
い
、
優
勝
は

グ
ロ
ス
84
、
ネ
ッ
ト
70
・
８
（
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア

方
式
）
で
江
口
良
一
氏
が
前
回
に
続
き
２
連
覇

を
達
成
さ
れ
ま

し
た
。
ベ
ス
グ

ロ
は
、
壱
岐
の

石
尾
さ
ん
で
38

−

43
の
81
で
、

こ
の
雨
の
中
大

い
に
気
を
吐
か

れ
た
成
績
で
し

た
。
な
お
、
壱

岐
の
焼
酎
酒
造

メ
ー
カ
ー
３
社

と
壱
岐
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
焼
酎
を
ご
提

供
頂
き
ま
し
た
の
で
、
景
品
と
懇
親
会
用
に
使

わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

表
彰
式
後
、
芦
辺
の
「
か
ね
屋
別
館
」
で
２

次
会
を
行
い
、
参
加
者
は
21
人
中
18
名
の
参
加

で
、
ゴ
ル
フ
談
議
に
花
を
咲
か
せ
る
な
ど
で
、

予
定
時
間
を
大
幅
に
上
回
り
、
大
変
盛
り
上
が

っ
た
会
と
な
り
ま
し
た
。

〒811-2207
福岡県糟屋郡志免町南里 2-28-20
TEL （092）629-4649　FAX (092）692-4669
nikonikoheart@zd6.so-net.ne.jp

ニコニコハート訪問看護ステーション
http://nikonikoheart.wix.com/niko

代表取締役

山田　由美子 スナック  ロッキー
ママ　 山田　ツヤ子
　　　　　　郷ノ浦町渡良出身

〒810-0801
福岡市博多区中洲2-1-11  プレイスポット新橋5F
　　TEL:092-281-7960   携帯:090-3321-6969
　　http://homepage2.nifty.com/amc/rocky/

おかげさまで42周年
　　　歌い放題、飲み放題　3,000円の店

　

去
る
３
月
16
日
（
金
曜
）
福
岡
伊
都
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
今
年
度
２
回
目
の
福
岡
壱
岐

の
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は

31
名
と
、
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
前
日
ま
で
の
温
か
い
天
気
と
は
裏
腹

に
、
昨
夜
か
ら
降
り
続
け
た
雨
が
残
り
、
気
温

も
５
度
く
ら
い
、
且
つ
壱
岐
か
ら
の
高
速
船
が

欠
航
す
る
強
風
吹
き
あ
れ
る
中
、体
感
温
度
は
１
，

２
度
く
ら
い
、
ま
さ
に
春
の
嵐
で
ち
ょ
っ
と
出

鼻
を
く
じ
か
れ
た
感
じ
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
壱
岐
か
ら
の
参
加
者
も
数

名
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と
を
予
見
し
て

前
日
か
ら
博
多
入
り
さ
れ
て
い
た
た
め
事
な
き

を
得
て
の
コ
ン
ペ
と
な
り
ま
し
た
。

寒
風
・
小
雨
降
り
し
き
る
中
、
10
時
30
分
に
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
小
１
時
間
で
雨
は
上
が

り
ま
し
た
が
、
プ
レ
イ
中
は
、
寒
さ
と
強
風
に
あ

お
ら
れ
る
な
ど
の
試
練
に
耐
え
な
が
ら
、
あ
る
が

ま
ま
の
ゴ
ル
フ
精
神
に
則
っ
て
、
皆
さ
ん
頑
張
ら

れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
抵
抗
む
な
し
く
、
打

ち
の
め
さ
れ
た
？
感
じ
で
何
と
か
前
半
終
了
！

　

後
半
も
前
半
同
様
で
、
名
門
伊
都
と
は
い
い

な
が
ら
、
ス
コ
ア
は
と
て
も
「
イ
ー
ト
」
は
言

え
な
い
状
況
で
、
悪
戦
苦
闘
の
末
、
何
と
か
無

事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

順
位
成
績
は
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
と
し
、
優
勝
は

グ
ロ
ス
１
０
０
、
ネ
ッ
ト
71
・
２
で
清
水
隆
雄

氏
が
見
事
栄
冠
に
輝
か
れ
ま
し
た
。
ベ
ス
グ
ロ
は

山
野
井
清
彦
さ
ん
の
90
で
し
た
。こ
の
ス
コ
ア
は
、

強
風
、
小
雨
、
寒
さ
の
ト
リ
プ
ル
悪
条
件
の
中
、

素
晴
ら
し
い
成
績
で
し
た
。

 

表
表
彰
式
終
了
後
、
中
洲
川
端
の
「
御
膳
屋
い

お
り
」
で
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は

12
名
で
、
お
互
い
の
好
珍
プ
レ
ー
を
肴
に
ゴ
ル

フ
談
議
に
花
を
咲
か
せ
る
な
ど
、
た
い
へ
ん
盛

り
上
が
り
最
後
は
大
先
輩
の
豊
島
様
の
音
頭
で

無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
回
は
10
月
頃
に
開
催
し
ま
す
の
で
、
是
非
、

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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福岡壱岐の会活動指針

福岡壱岐の会役員名簿

　壱岐にご縁のある人々が気軽に集まり、情報交換をしながらお互いに楽しめる会とする。また、会員のパ
ワーでふるさと壱岐が少しでも元気付けられるよう応援したい。
①会員相互の親睦と交流のため、総会、新年賀詞交歓会、懇話会、ゴルフ会等を積極的に実施する。
②一支国博物館・長崎県埋蔵文化財センターを起爆剤に壱岐の観光客増への貢献を強化する。
③女性と若い方の会員と役員を増やす。
④関係団体（東京壱岐雪州会、東海壱岐の会、関西壱岐の会、福岡長崎県人会、在福佐世保人会、福岡対馬会、福岡
県小値賀会、宇久島じまん会、岳の辻会）との連携で壱岐市を各方面でバックアップする。

顧    問

初代会長

2代会長

3代会長

4代会長

5代会長

6代会長

7代会長

8代会長

役 職 名

会　　長
副会長兼
事務局長

　 氏　名

菊池　祥隆　

坂口　文雄

弘重　高義

大野　二三四

豊島　令隆

久間　武春

神田　賢一

幡鉾　賢輔

　 氏　名

川﨑　日出雄

山田　由美子

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

監　　事

監　　事

大野　英治

中村　朋広

森田　純子

長嶋　建治

河端　 絢

村川　由美

篠崎　惠彦

立石　勝也

木下　 勉

佐々木　憲一

下條　正彦

出　身

物 故 者

勝 本 町

物 故 者

物 故 者

郷ノ浦町

郷ノ浦町

石 田 町

郷ノ浦町

出　身

芦 辺 町

郷ノ浦町

郷ノ浦町

郷ノ浦町

石 田 町

郷ノ浦町

芦 辺 町

勝 本 町

芦 辺 町

勝 本 町

芦 辺 町

勝 本 町

勝 本 町

副 会 長

副 会 長

副 会 長

副 会 長
副会長兼
会計担当
副 会 長

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

宇野木　茂

土谷　祝男

村川　 登

加藤　 武

末田　陽子

中田　 功

牟田　勝則

幡鉾　功造

加藤　健一

小島　良和

浦瀬　和久

長田　耕三

芦 辺 町

郷ノ浦町

芦 辺 町

芦 辺 町

郷ノ浦町

勝 本 町

郷ノ浦町

郷ノ浦町

石 田 町

郷ノ浦町

郷ノ浦町

芦 辺 町

平成 30 年４月現在

九 州 国 際 総 合 事 務 所
相続・遺言等、不動産登記全般／会社法務・商業登記全般／裁判・入管手続
建設・運輸等、各種許認可手続／測量全般、表示登記／社会保険の各種手続

所長　久　保　令　治（郷ノ浦町出身）
社会保険労務士　板東　正樹
土地家屋調査士　久保　君之
主任研究員　　　幡鉾　賢一

司法・行政書士　久保　令治
司法書士　　　　金光 香陽子
司法書士　　　　永松　昌倫
司法書士　　　　石井　真弓

福岡市中央区舞鶴三丁目８番１０－１０５号
TEL : 092－733－6334／FAX : 092－733－9450

E-mail:kks@kyusyu-kokusai.jp
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※品目は時期、仕入れ状況等により変更になる場合があります。

福岡・東京・大阪・三重で壱岐の幸を楽しめる飲食店を壱岐市は「IkiIkiサポートショップ」として認定しています。

美味をお店で食す

IkiIkiサポートショップ
クリック！！

サポートショップIki
Island Iki IkiIki Iki サポートショップ

利花苑  中洲店　　
092-291-6521
福岡市博多区中洲2-1-11

福岡市中央区
壱岐っ子Dining！！　 
TEL.092-981-3383 
福岡市中央区渡辺通5-3-24 プロスペリタ天神Ⅱ 2F

刺身
海鮮料理

福岡市東区
居酒屋ひでちゃん  
TEL.092-641‐7560 
福岡市東区箱崎１丁目39-20 刺身

野菜壱岐牛
壱州豆腐
ひきとおし
ゆべし

ランチ

FREEDOM KITCHEN NOMOTO
TEL.092-203-0811 
福岡市博多区東比恵4-4-13 いか・

かじめ

鉄板焼 利花苑  　　
TEL.092-432-0291 
福岡市博多区博多駅東2-7-27
TERASOⅡ 2階

福岡県久留米市
すきやきしゃぶしゃぶ　中津留 
TEL.0942-36-6478
福岡県久留米市蛍川町2-17

焼肉・鉄板焼き　中津留 
TEL.097-46-1318 
福岡県久留米市通東町6-13-2F

干物
加工品など壱岐焼酎

漁火　 
TEL.092-724-4981 
福岡市中央区天神4-4-30 刺身

一伍屋  今泉店　　
TEL.092-726-0870 
福岡市中央区今泉2-3-23  2F 海鮮料理

一伍屋  大名店　　
TEL.092-771-1583 
福岡市中央区大名1-2-29 海鮮料理

利花苑  大名本店  
TEL.092-752-8833 
福岡市中央区大名2-3-12

福岡市博多区
味処  一寸　　  
TEL.092-481-4188
福岡市博多区博多駅南1-4-5 2F 干物

居酒屋  花ざかり　博多駅南店 
TEL.092-483-7030 
福岡市博多区博多駅南2-14-9 干物

海と山　　
TEL.092-272-0580 
福岡市博多区上川端町4-201  2F 刺身

鮮  徳之介　　
TEL.092-483-4339 
福岡市博多区博多駅前3-29-11 刺身

四季彩屋　　
TEL.092-262-7990 
福岡市博多区中呉服町3-29

呑酔庵  味季　　 
TEL.092-206-3333 
福岡市博多区博多駅前4-10-17 刺身

ハイカラ酒場  かくれんぼ  
TEL.092-414-6245  
福岡市博多区博多駅前4-10-1  2F

はくしか  中洲店  　
TEL.092-271-4006 
福岡市博多区中洲5-4-25 壱州豆腐

ひきとおし

もつ鍋ながまさ  博多駅前店　
TEL.092-431-0002 
福岡市博多区博多駅前3-18-8

なかえ　　 
TEL.092-481-6420 
福岡市博多区博多駅南３丁目９-１-１Ｆ

和洋Dining LA‐FORTA　　 
TEL.092-282-7009 
福岡市博多区中洲3-1-8

利花苑  中洲明治通り店　　
TEL.092-273-2929 
福岡市博多区中洲4-7-13

福岡市南区
赤木酒店  Bon Vinｖant
TEL.092-551-3636 
福岡市南区塩原4-13-21 さざえウニ加工品

くいどうらく
TEL.092-541- 9541 
福岡市南区野間4-1-35-112 壱州豆腐 干物

壱岐寿司  
TEL.092-551-5088 
福岡市南区筑紫丘2-5-28 刺身・うに・

かじめ

福岡市西区

髭達磨  姪浜駅前店
TEL.092-885-4500　
福岡市西区姪浜4-22-10 刺身壱州豆腐 干物

福岡市早良区
たまり処  でん  
TEL.092-844‐6555 
福岡市早良区室見2-16-21

Pastel
TEL.092-847-1647　
福岡市早良区小田部6-13-20

ラーメン百千萬
TEL.092-863-9925　
福岡市早良区飯倉5-21-24

刺身壱州豆腐
卵

干物

福岡県大野城市
焼肉  三周家 
TEL.092-558-5050
福岡県大野城市大城3-1-6 うにめし

福岡県北九州市
酒房  武蔵 
TEL.093-531-0634
北九州市小倉北区魚町１丁目２番２０号

福岡県糟屋郡
活魚  茂 
TEL.092-935-6683 
福岡県糟屋郡志免町別府東1-1-1 刺身・うに

三重県津市
eelasica
TEL.059-253-6685
三重県津市大門29-27F1ビル２階 壱州豆腐 干物

うにめし

大阪府
壱岐島 
TEL.06-6362-6080 
大阪府大阪市北区西天満2-10-2

家庭料理  壱岐 
TEL.06-6399-5546 
大阪府大阪市淀川区東三国1-20-5

こてこ亭
TEL.06-6251-5157 
大阪府大阪市中央区東心斎橋1-19-19 3F

壱州豆腐 刺身干物

うに干物
心太

干物

東京都   
日比谷松本楼
TEL.03-3503-1451
東京都千代田区日比谷公園1-2

大東園　　 
TEL.092-282-0055 
福岡市博多区上川端町1-1-1

干物

元祖博多塩ホルモン 萬六　 
TEL.092-733-4758 
福岡市中央区渡辺通5-15-6

九州料理ぜんざい　 
TEL.092-522-0101 
福岡市中央区清川1-11-8

九州料理もつ鍋ながまさ
TEL.092-724-8090 
福岡市中央区渡辺通2-3-25

刺身・うに

玉庄
TEL.092-531-843７
福岡市中央区平尾2-1-17

串かつ屋 あげ升
TEL.092-715-3325
福岡市中央区春吉2-2-26-1Ｆ

刺身・かじめ干物

寿し処  なにわ
TEL.092-711-0715 
福岡市中央区今泉2-1-12

刺身

呑酔庵  味季  高砂店　
TEL.092-406-8894 
福岡市中央区高砂1-23-17

壱州豆腐野菜

博多 めでた屋
TEL.090-5932-8801 
福岡市中央区渡辺通5-14-25 深町ビル1F

一承  博多
TEL.092-292-1163 
福岡市博多区博多駅前2-20-1
大博多ビル1F

壱州豆腐

離島キッチン 福岡店　
TEL.092-406-4151 
福岡市中央区今泉2丁目1-75-1 壱州豆腐

和・ふぉーた
TEL.092-271-4774 
福岡市博多区住吉2-4-7
レジデンス博多110

壱州豆腐

海鮮料理
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石山敏郎税理士事務所

税 理 士　石　　山　　敏　　郎
（勝本町出身）

福岡市博多区博多駅前2－19－17
トーカン博多第5キャステール502号
　TEL:092－402－5911
　FAX:092－402－5912
　E－mail:ishiyama@cosmos.ocn.ne.jp

〒812－0011

平成 27 年３月から福岡にて執務を開始しています。
労務管理に関する紛争・債権回収・事業承継・相続・農業問題・
交通事故・インターネットに関連するトラブル等でお困りの方は
お電話ください。

弁護士　松坂 典洋
（元壱岐ひまわり基金法律事務所 所長）

まつざか　のりひろ

〒810-0041　福岡市中央区大名２丁目４－２２新日本ビル８０２
森山法律事務所（地下鉄赤坂駅スターバックスの上）

電話　092-713-2077
HP : http://matsuzaka.info/
メール : nori@matsuzaka.info

弁護士による誹謗中傷相談室 http://sakujo.net/　福岡県弁護士会所属

相談料 30分 5000 円（税抜）

生涯現役を目指し

色んなジャンルの曲で身体を動かしています。

一緒にやってみませんか？

［福岡地区本部インストラクター／今西富美子］

〒810－0041  福岡市中央区大名2－9－30  淀ビル403

Tel  092－751－8277        http://sinbi.jp
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株式会社 大有
日本の優れた建設機械を世界中に輸出販売しております

本 社

レンテック㈱

〒812－0021
　福岡県福岡市博多区築港本町6番26－302
　TEL 092－263－7250　FAX 092－262－4798
〒618－270
　韓国釜山市江西区菉山産業北路（松亭洞）161－10
　TEL 051－831－1343　FAX 051－831－2177

だ い ゆ う

代表取締役 （勝本町出身）渡野　安春

AKAGI
ワインと地酒の店

AKAGI

赤　木　酒　店

年中無休　営業時間／9:00～24:00（日・祝祭日12:00～24:00）

〒815-0032福岡県福岡市南区塩原４丁目13-21
（西鉄大橋駅分東口より徒歩３分）

TEL 092-551-3636　FAX 092-561-0077

わくわくワイン http://WWW.waku2wine.com/

三菱
カープラザ●

南区役所
● ●ココス

GS
●

日赤通

←福岡 大牟田→

AKAGI
●芸工大

西鉄大橋駅

創業 55年の老舗
ワイン好きの二代目が集めた、
約 600 種類のワインと
選りすぐりの地酒を取り扱っています。

代表取締役

長崎県壱岐市郷ノ浦町郷ノ浦 122-44
TEL(0920)47-0341（代）
FAX(0920)47-4341
携帯　090－7298－8600
HP http://osada-iki.com

おさだ　　りょう

御膳屋照葉 〒813-0017 福岡市東区香椎照葉５－２－１５
ＴＥＬ 092－６６１－８８２８

松 永 病 院

整形外科　外科　胃腸科
リハビリテーション科　リウマチ科

通所リハビリテーション（デイケア）、居宅介護支援事業所併設
住宅型有料老人ホーム、デイサービス、ヘルパーステーション

院 長 （勝本町出身）松 永 英 裕

福岡市城南区片江1－4－38　北片江バス停横
TEL　092－861－6886
FAX　092－861－6940

株式会社

代表取締役 小島　良和
090-5382-0867　／　E-mail：vi@o-jisyo.com

賃貸管理・マンション管理・売買仲介のことならREAL ESTATE

〒810-0062　
福岡市中央区荒戸3丁目2番7号ガーデンコート大濠9F
TEL 092-737-0555　FAX 092-737-0556

院　長  江 田 和 夫

〒811－5214
長崎県壱岐市石田町印通寺327-2
TEL・FAX 0920-44-5788

江田歯科医院
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川 添 石 油 株 式 会 社
代表取締役社長　川　添　英　樹

本 社
本 店

壱岐市芦辺町瀬戸浦55
福岡市博多区空港前3丁目3－40

TEL 0920－45－2003
TEL 092－622－0686

FAX 0920－45－2168
FAX 092－622－8866

セルフ二日市西給油所
空 港 給 油 所
堅 粕 給 油 所
セルフ野方給油所
瀬 戸 浦 給 油 所

T E L
T E L
T E L
T E L
T E L

9 2 4 － 2 5 5 7
6 2 2 － 6 5 3 8
4 7 3 － 7 7 8 6
8 1 1 － 8 8 0 5
0 9 2 0 － 4 5 － 2 1 1 5

郷ノ浦給油所
ホームガスセンター
営 業 部
石 化 事 業 部

T E L
T E L
T E L
T E L

0 9 2 0 － 4 8 － 0 2 0 1
0 9 2 0 － 4 7 － 0 6 2 3
6 2 2 － 0 7 1 3
5 0 4 － 4 6 8 1

㈲アクアショップ・カワゾエ　福岡営業所・壱岐営業所
フ リ ー
ダイヤル 0120-328-471（水販売事業）

特定建設業

株式会社 長 建

壱岐に貢献できる企業を目指します。

〒812-0014　福岡市博多区比恵町1番18号
　　　　　　　東カン第2ビル210号
　　　　　　　T　E　L　092-433-0191
　　　　　　　F　A　X　092-433-0192　　　　　　
　　　　　　　E-mail:nagaoka@choken21.com

長 岡 紀 彦
代表取締役

CHOKEN

深田ホーム

代表　 深 田 義 治
（一級建築施工管理技士）

新築・増改築・店舗・設計・施工

〒812－0051 福岡市東区箱崎ふ頭4丁目10－7
TEL・FAX　092－632－5208
携　帯　　 090－7923－9325

（勝本片山触）

おみやげの店

有限会社　吉田商店
〒811－5135
長崎県壱岐市郷ノ浦町郷ノ浦174番地
TEL:0920－47－0020　FAX:0920－47－0030

代表取締役 吉　田　　寛

福岡市南区向野２丁目14－1

大橋店　TEL 552－1656　FAX 541－4649

大　川　満　治（芦辺浦出身）

学生服・会社制服のお求め、ご相談はぜひ
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住宅・ビル・リニューアル

有限会社 田 川 建 装

代表取締役

福岡県知事許可（一般‐21）第99241号

〒811-1122　福岡市早良区早良 4丁目28－10
　　　　　　TE L㈹（09 2）80 4－63 6 8
　 　 　　　 　 F A X（ 0 9 2 ）8 0 4 － 7 3 6 6
　　　　　　Handy  090－1512－1193
       E-mail:tagawakensou@air.ocn.ne.jp

田 川 和 則

TEL 092-411-8000　FAX 092-482-1352
福岡市博多区博多駅東 2丁目 7-27（TERASOビル）
URL http://www.8000.co.jp/

中華料理

CHINESE RESTAURANT
HASSENKAKU

〒812-0013　福岡市博多区博多駅東1丁目9-36
FAX 092－474－0591

092－474－1121

http://www.toyohotel-fuk.co.jp

心からの安眠を約束するワンランク上の
「全室シモンズベッド」採用

全室「高速インターネット」接続無料

シングル・ルーム　　　214室
ダブル・ルーム　　　　　34室
ツイン・ルーム　　　　　14室
DXツイン・ルーム　　　　7室

こちらのQRコード
からオンライン予約
が可能です

お問合わせご予約は

快適さとゆとりの269室

髭達磨
ひ　　げ　　だ　　る　　ま

壱岐からの新鮮魚貝・肉・特産物
活魚造り・季節・旬のお料理・御宴会

福岡市西区姪の浜 4 - 2 2 - 1 0
■姪の浜駅本店  TE L 0 9 2 - 8 8 5 - 4 5 0 0
■福重店  ■郷ノ浦ターミナル店

四季の味処

TEL 0920-42-0117
Mail:horinouchi@hm.iki-vision.jp
〒811-5512　長崎県壱岐市勝本町東触 2379 番地 1

代表　村 井 雄 二

島の卵でお菓子作り

壱岐銘菓・かすまき・松葉

平 山 旅 館

〒　811－5556　壱岐市勝本町立石西触77

　　　　　　　電話　0920－43－0016
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麦焼酎の発祥の地が産んだ世界のブランド

お酒は20歳になってから

壱岐酒造協同組合

世界の銘酒「壱岐焼酎」

理 事 長
副理事長

伊豆　　平
山内　昭人
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モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

十
六
年
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賞
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取締役会長 山 内 賢 明 取締役社長 山 内 昭 人
取締役副社長 山 内 博 達

〒 長崎県壱岐市郷ノ浦町志原西触

有限会社 山の守酒造場

◎お酒は 歳になってから◎飲酒運転は法律で禁止されています
◎妊娠中・授乳期の飲酒には気をつけましょう

一
洲

ℓ

度

７
２
０

一
洲

ℓ

度
１
８
０
０

銘
柄
の
由
来
に
つ
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力
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鬼
と
云
わ
れ
た

松
永
安
左
エ
門
翁
の
雅
号

一洲
か
ら
命
名
し
ま
し
た
。
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